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このたびは、パナソニックフルカラーデジタル複合機をお買い上げ 
いたださ、まことにありがとうございました。 

■取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■特に『取扱説明書(暮本 編)』 の r 安全上のご注意 J は、ご使用前に 
必ずお読みいただを、安全にお使い < ださい。 

お読みになったあとは、大切に保管し、必要なとさにお読みください。 


• イラストはオプションを装着した例です。 
詳し < は、『取扱説明書(基本編)』を参照 
して < ださい。 

C 上手に使って上手に節電 ) 













本書の読みかた 


ここでは、 PDF のしおりの使いかた、参照ページの表示方法、本書の表記について説明します。 

□ しおりの使いかた 


[+] をクリックすると、 
下の階層が表示されます。 


タイトルをクリックす 
ると、該当するページ 
が表示されます。 


階目ぶ 

曰階1章操イ乍の前に 
[^^2 章基本画面で職肯 g ? 
曰階3章詳細設定画面で1 
囚 [^4 章さの他の コピー 
囚階己き必要恥き 


階目ぶ 

曰階1章操イ乍の前に 
曰防2 宣甚ホ面巧で蝶肯 K 

囚[ 


たラーモードを巧の曾 


階原稿の種美胃を切 D 誓 
階コピー?族度を調整し； 
曰階よく情用ずる画貢設 
曰階コピー画貢を細かく司 
曰階用紙ロピ-排出お 
階福敎コピーの前に試 
0階設定したコピ-職能 
曰階よく情用ずるコピー樣 
曰階コピー、ブリント中の： 
コピーの終了をコンピ 


□ 参照ぺージの表示方法 



た巧 I か迈巧 Si も， ： i|+i| 巧 [ 97 % 1 , ©{Toy み〜 口， I— 



Panasonic 

取巧説明書 

(コピ Hi ) 

フルカラーデジタル複合傑 


DP-C262/C262F 

DP-C322/C322F 




g 曰 

i ぃ 'く i 1い1目 i ^ ^'1,0 〇 \ 

1 ^ 1 H 




\ スイルの液!のま示〇；)义舌 

屯）ッ-ルのウィン阳曲〜口お） 


% 百:)卜をはな一中#! 

巧を Hi 曲 li ►进巧 S 1 ，: iiAi€> 向。， ® 1 巧， 1: み ヘルプ，； 

Adobe* Reader な 


カラーモードを切り替えたいとき [ 

ドでは•巧の巧定がでをまず。 

白黒でコピーしまず • I 


^ ，•フルカラーでコピー I 

J _ I I - [ しまず •( P -16) j 

UJli • 1的コビ;结ず • j 

識 色を I 由- 1. 齡が1色で 1 

I" I つドーしが- fnIA、 


色をき g できまず•か. 22) 


•をの設定は' 

さコビー臘設別 
をの班:をは•巧のときに巧期。|| 
g 巧を OFF にしたとき 
<リセット:►を巧したとき 


"巧ります， 

’し、才ートクリアタイムを保 a しにとき(お g い上げ時の設定：1巧後） 


カラーモードを切り替えたいとき 陋 5 ^] 


晒ちをを]のカラーモードでは、次の段をがでさます。 


ページ番号をクリックする 
と、該当するページが表示さ 
れます。 


>白黒でコピー 


»巧巧のをを吕岛的に巧 
別します。 (P.1 日） 


t(P.l7) I r- 



フルカラーでコピー 
します。 (P.16) 


P — • 1色でコピーします。 
^ (P.20) 


► おをとちラ1をで 
コピーしまず。 (P.18) 


(上記画面の内容は、実際の取扱説明書と異なる場合びあります。) 


□ 本書の表記について 

• 本書では、本機の操作パネルの各キー、タッチパネルディスプレイ上のボタン、コンピューター画面上のボタ 
ンなどについて、下記のように表記しています。 


く > 

操作パネルの各キー(例:スタートキ-►くスタート>) 

[] 

タッチパネル X イスプレイ上の各ボタン、コンピューター画面上のボタンなど 
(例:基本ボタン^[基本]) 


• 本機のタッチパネルディスプレイ上のカタカナタ字は、半角と全角が一部混在していますが、本書では、説明 
文はすべて全角に統一して表記しています。 
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操作の前に 



この章では、コピー機能のメニューマップと基本的な操作について説明し 
ています。 




1 章操作の前に 


メニューマップ 


コピーの画面に表示されるメニューと本書の参照先は、次のとおりです。 



^ 「2章基本画面で機能を設定 
してコピーずる」 （ P .13) 

「3章詳細設定画面で機能を設 
定してコピーする」 （ P .49) 


言式し コピー 

( P .40) 


-► 


設定確認 ( P .42) 



J ^ iJL 片旧-片旧 

麗 け 





困 

01 

/ 

01 







の 








E ヨブメモリー,を消去 閉じる 

(例: ADF を使つて片面コピーするとき） 


給紙 □/ 排紙 CKp . SS ) 





(例:オプションのフイニッシヤー装着時） 


ジョブメモリー 
( P .44) 


ジョブリスト 
( P .46) 


終了通知 
( P .48) 


画質設定 


> 9 

自動 

• 

白里 

» » 

ス肪- 

•» 

2 fe &7- 

• 

を色わ- 


原榜種類 


單因 

: BW 二， 


伍 

文字 

1 

1 文 票 真 1 

な] 

写真 

1晒照真1 

[] ド-原稿 ■ 印刷写真1 



ifnnm 

その化 


港度 I 5すく i fll 

画貴がリ- I 呼出し]| 登録 

高度な設を 


1こ< 


韦錫 


カラーモード （ P .14) 
原稿種類 （ P .24) 

濃度 （ P .25) 

画質メモリー （ P .26) 
高度な設定 （ P .28) 
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メこ ユーマップ 


詳細設定画面 


■基本： 

BSM 


詳細設定 


恢/部数 


片旧/面旧 


化上げ 


スーム/福集 


合紙/合巧 




Ihll 

片面^片面 

P * 戰 

面旧^片面 

圏屬 

連写 

難! 

がノ1 

藝* IP 

片旧^面旧 

p-^p 

面旧^両面 

圏*最 

で*方一両旧 

難 1*11 

で妙レット 




仕上げ ( P .64) 



シャーとパンチユニット装着時） 


ズーム /編集 ( P .72) 


片面/面面 1 

仕上げ J 

ブ-ム/編集 

I — 合紙/合ぶ ■ ■ ■、 






团 


□ 

m 

1 



で-ム 


I が 

J r •バ 

とじ化 



团 


圓 

一圓 

□*a 



イ-卜 r - ム 


ス W 印字 

め呼饥' 

が-》•化。-卜 



片面/両面 
( P .50) 





合紙/合成 (P.88) 


片面/両面 


化上げ _ I プーム/編集 合紙/合ぶ 


お m — 

龜1 

s = gnsr - 

§ 

0 H 恰紙 

曜♦園 

合が 

哩 *圍 

フトム合が 

ファ如編集 


イ 


B 音証ま号入力画面 



部門カウンター管理が設定されていると、左の画面が 
表示されます。部門の暗証番号を入力してください。 
部門の暗証番号については、本機の管理者にお問い合 
わせ <ださい。 
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1 章操作の前に 


基本的なコピー操作 


ここでは、次の基本的なコピー操作について説明します。 

□ 等倍でコピーずる （ P . 10) 

□ 拡大/縮ルしてコピーずる ( P .12) 


■原稿と同じサイズでコピーする 

原稿をセツトすると、原稿サイズが自動的に検知され、等倍のコピーサイズが設定されます。 


1. 原稿をセットずる 




• 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 


2 . 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 



3 . 必要に応じて、コピー機能を設定ずる 



♦ [原稿サイズ]と[コピーサイズ]は、原稿ヴ 
イズを検知して自動的に選択されます。 

♦ 原稿の向きと用紙の向きび異なるときは、 
自動的に画像を回転してコピーします。 

• 基本画面の操作について、詳しくは「2章基本 
画面で機能を設定してコピーする」 （ P . 1 3) を 
参照してください。 

• 詳細設定画面の操作について、詳しくは「3章 
詳細設定画面で機能を設定してコピーする」 
( P .49) を参照してください。 

4 . コピー部数を入力ずる 
(999部まで） 



• ファクス機能び搭載されているときは、4〜 
8析の数字を入力すると、自動的にファクス 
モードに切り替わることびあります。 
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基本的なコピー操作 


5. くスタート>を押ず 



• コピーを中止するときは、 くストップ >、ま 
たは[ストップ]を押して、中止を確認する 
画面で[はい]を押してください。 



♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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1 章操作の前に 


■拡大/縮かしてコピーする 

原稿をセツトすると、自動的にコピーサイズが等倍に設定されますが、コピーサイズを変更することによって、 
拡大/縮小してコピーでさます。 

原稿(横向さ） コピー 



原稿を横向き（ピコ）にセツトずる 


□ ADF に原稿をセツトずるとさ 



□ 原稿台ガラスに原稿をセツトするとき 



原稿面を下にして、原稿台ガラスの左上 
コーナーに合わせます。 


2 . 


他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 



3. コピーサイズを変更ずる 



基本 I 詳細設定 


—自動 
麵印刷写真 

__ ID 

巧/部数 

1 

1画質設定11 

試しコピ - 1 


〔ジ3ブメモ U -) 

ジョブリスト I 
[ ぉ了通か ] 


• 選択した[コピーサイズ]に合わせて拡大/縮 
ノ」\び設定され、倍率(％) がタッチ )くネルディ 
スプレイに表示されます。 

• A 4 、A 日サイズでコピーするときは、コピーヴ 
イズで A 4 G 、 A 5 ri を選択すると、連続で 
のコピースピードび早くなります。コピーさ 
れたイメージは、自動で90度回転されます。 


• このあとの操作については、「原稿と同じヴ 
イズでコピーする」 （ P . ] 0) の手順3〜己を 
参照してください。 
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2 章 

基本画面で機能を設定して 

コピーずる 


この章では、基本設定を使った]ピーの操作について説明しています。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


カラー モー ドを切り誓えたいとき 陋質設定] 

[画質設定]のカラーモードでは、次の設定がでさます。 




• 1色でコピーします。 

( P .20) 


• 黒色とわう]色で 
コピーします。 （ P .18) 


♦ に色カラー]、[単色カラー]では、コピーする 
色を登録でさます。 （ P .22) 


r お知らせ； > 

•色の設定は、初期値を変更でさます。変更する操作については J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の「3 
章コピー機能設定」を参照してください。 

♦色の設定は、次のときに初期値に戻ります。 

•電源を日 FF にしたとき 

•くリセット > を押したとさ 

•コピージョブび完了し、オートク U アタイムを経過したとさ（お買い上げ時の設定：1分後） 
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カラーモードを切り替えたいとさ[画質設定] 


■原稿の色を自動巧知をせる [自動] 


原稿の色を自動的に判別し、カラーのときはフルカラーで、白黒のときは白黒でコピーします。 


力つ一原ネ局 




(も知 E ソ 

♦お買い上げ時のカラーモードは、[自動]に設定されているので、通常は操作する必要はありません。キーオペ 
レーターによって、カラーモードの初期値び変更されているとさに設定します。 


1. 原稿をセットずる 


4. [自動]を選択し、 [0 K ] を押ず 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 




5. コピー部数を入力ずる 


6. く スタート> を押ず 

♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


■フルカラーモードに切り替える [フルカラー] 


カラー 原稿をフル カラーでコピーします。 

カラー原稿 



1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2 . 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. [フルカラー]を選択し、 [0 K ] を押ず 



6. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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カラーモードを切り替えたいとさ[画質設定] 


■白黒 モードに切り替える [白黒] 

原稿の色に関係なく、白黒でコピーします。 

カフー原桐 



1. 原稿をセットずる 

♦ 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. [白黒]を選択し、 [0 K ] を押ず 



① ② 

5. コピー部数を入力ずる 

6. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


■ 2 色モードに切り替える に色カラー] 

黒色と設定したもう1色の2色でコピーします。もう1色は、基本色(赤、緑、青、イエ□-、マゼンタ、シアン)、 
または登録した色から選択できます。 

例：カラー原稿をシアンと黒でコピー 

圓 ■►國 


( も知 b せ J 

♦に色カラー]を設定しているときは、「原稿種類」は設定できません。 


1. 原稿をセットずる 


5. [色変更]を押ず 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. [2 色カラー]を選択ずる 



S •動 • 

• 

白黒 

» % 

フル於- 

•> 

2伽- 

• 

を色お- 



♦ 設定されている色と色名び表示されます。 
• 色を変更しないときは、巧慣7に進んでくださし、 


6. 色を選択し、 [0 K ] を押ず 


□ 基本色か!5選択するとき 




[ 色の登録 



□ 登録した色か！5選択ずるとき 


ホ 


緑 



仙- 


ホ‘巧 


勺す J 



l|i: グレー 1 

1 2: 1 


[ 3: 1 


1 4: 1 


\ 5: 1 



② 


~ 色の登録 「 


• 色を登録する操作については、「お好み色を 
登録する陷の登録]」 （ P .22) を参照してく 
ださい。 
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カラーモードを切り替えたいとさ[画質設定] 


7. [0 K ] を押ず 

例：シアンを選択したとさ 



8. コピー部数を入力ずる 

9. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


■単色モードに切り替える [単色カラー] 

設定した色でコピーします。色は、基本色(ホ、緑、青、イエ□-、マゼンタ、シアン)、または登録した色から選 
択でさます。 

例：カラー原稿をシアンでコピー 例：白黒原稿をシアンでコピー 

=^| 旨-， 


c ~ お知らせ） 

•[単色カラー]を設定しているとさは、「原稿種類」は設定でさません。 



1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. [単色カラー]を選択ずる 



高度を設を 


5. [色変更]を押ず 



高度を設定 


• 設定されている色と色名び表示されます 


♦ 色を変更しないときは、巧慣7に進んでくださし、 


6. 色を選択し、 [0 K ] を押ず 


□ 基本色か5選択ずるとき 




I をの登録 
1 丰顔 



□ 登録した色か5選択するとき 




||1: グレ- 1 




1 •ホ II 

仙-1 

1|2: 1 




[• ^ JI 

• がッタ1 

1い： ) 



Hh : 1 

!• 胃 1( 

夕の ] 

Ih ： 1 






II 6: 1 





て 色の登録 J 


^ ^ Silt ^ 

①② 

• 色を登録する操作については、「お好み色を 
登録する腹の登録]」 （ P .22) を参照してく 
ださい。 
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カラーモードを切り替えたいとさ[画質設定] 


7. [0 K ] を押ず 

例：シアンを選択したとさ 



8. コピー部数を入力ずる 

9. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


■お巧み色を登録する [色の登録] 


シアン、マゼンタ、イエ□一の割合値を指定して作成した色を6色まで登録でさます。登録した色は、次の機能 
で使用でさます。 


機能 

参照先 

[基本] > [画質設定] > に色カラー] 

「2色モードに切り替える [2 色カラー]」 （ P .18) 

[基本] > [画質設定] > [単色カラー] 

「単色モードに切り替える[単色カラー]」 （ P .20) 

[詳細設定] > [合紙/合成] > [合成] 

「1ページ目の原稿と合成する[合成]」 （ P .94) 

[詳細設定] > [合紙/合成] > [フアイル編集] 

「フオームを登録する[ファイル編集]」 （ P .99) 


r お知らせ） 

♦登録色は、番号と名称で管理されます。例えば、に色カラー]と[単色カラー]で同じ番号の登録色を使用して 
いた場合、に色カラー]でその番号の色を変更すると、[単色カラー]の色も変更されます。 

♦登録した名前や色設定などを変更するとさは、登録した色のボタンを押して、変更び必要な部分だけを再設 
定してください。 

♦登録色の削除は、ファンクション設定で行います。操作については J 取扱説明書（ファンクション設定編)』の 
「3章コピー機能設定」を参照してください。 


1. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

2. [画質設定]を巧ず 



3. [2 色カラー]、または[単色カラー]を 

選択ずる 



4 . 


5 . 


[色変更]を押ず 

例： [2 色カラー]を選択したとさ 



抱の登録]を押ず 


「•ホ II 仙- I 

[• 緑 〕I • が巧 I 
〔• 胃 ] G がノ] 


|| 色の登録1 
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カラーモードを切り替えたいとさ[画質設定] 


6 . 登録ずるボタンを押し、 [0 K ] を押ず 

□新しく登録ずるとき 

名称び表示されていないボタンを押します。 



[ フ。化ットた 

[ フ•化ット3: 

[ フ•化ブト4: 

[ フ•化ツト5: 


[ フ•呢ブト6: 



□ 登録されている色を変更ずるとき 

変更する色のボタンを押します。 


|| フ•化ット1 

グレー C =030, M =030, Y =030 ] 1 

1フ•化ッに 


) 




1フ。肥が 


) 




( フ。化ット4 


) 




( フ‘化ブト5 


J 




( フ•化ット6 


) 



も 

7. 設定ずる色を選択し、色の割台を[一]、 

[+]、またはテン丰一を使って設定ず 
る 




1 夕の 1 

Ejy _囚 


! 1 

1 がッ》 1 

E 3 U ■囚 


02 


I 仙 - I つ II im 



色見本表 7 j \ (TD (2) 

色 色の割合 


• 設定した色は、画面の色見本表示で確認で 
さます。 

• [シアン]、[マゼンタ]、[イエ□一]の合計び 
240%じ(下になるように設定してくださ 
い。 


8 . 色の設定が終わった！5、 [ OK ] を押ず 



か測 


9. 画面の丰ーボードを使って登録した色 
の名称を入力し、 [ OK ] を押ず 


〔.識語]りかを/記号]〔区]-卜* ] I ◄ ) [► 11 ft ii 

回回回回因回回の回回曰 
囚凹回回回凹回回の 
回の回囚凹凹回 □[=] 


おを 


ぉ翊矣か。-ス煉換 山 かな漢卜 r 




0 K I か測 


② 


• 全角]0文字内で入力してください。 

•キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 

10. 設定した色と名称を確認し、 [ OK ] を 
押ず 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


原稿の種頃を切り替えたいとき 陋質就]〉[原稿種類] 


文字原稿、写真原稿など、原稿のタイプに合わせた画質でコピーします。 



Newspaper 



その他の原稿 


r お知らせ j 

♦に色カラー]、または[単色カラー]を設定しているときは、[原稿種類]は設定できません。 

♦ 「原稿種類」は、初期値を変更できます。変更する操作については、阳又扱説明書（フアンクシヨン設定編)』の 
「3章コピー機能設定」を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 

♦ 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. r 原稿種類」を選択し、 [0 K ] を押ず 



文字 

印刷文字 

印刷原稿 


鉛筆文字 

鉛筆書さ原稿 

文字/ 

写真 

印画紙写真 

印画紙に印刷された 
原稿 


コピー 原稿 

レーヴープリンターで 
印刷された原稿 


印刷写真 

パンフレットなどの 
印刷物 

写真 

印画紙写真 

印画紙に印刷された 
写真 


コピー 原稿 

レーヴープリンターで 
印刷された写真 


印刷写真 

パンフレットなどの写真 

その他 

地図 

地図 


トレーシン 
グぺーパー 

紙の厚さび薄い原稿 


新聞 

背景び白外の原稿 


5. コピー部数を入力ずる 


6. く スタート> を巧ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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コピー濃度を調整したいとさ[画質設定] > [濃度] 


コピー濃度を調整したいとき 陋質設定] > 瞧度] 

コピーする色をうすくしたり、濃くしたりしてコピーします。 



うすく こく 


(fc b H j 

♦「濃度」は、初期値を変更できます。変更する操作については、阳又扱説明書(ファンクション設定編)』の 
「3章コピー機能設定」を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 



4. [うずく]、にく]を押して濃度を設定 
し、 [0K] を押ず 


> % 

• 

» % 

•> 

参 

自動 

白黒 

スが- 

- 

を色お- 



5す< 

色をうすくコピーしたいとさ 

こ< 

色を濃くコピーしたいとさ 


5. コピー部数を入力ずる 

6. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


よく使用する画質設定を登録したいとき 

[画質メモリー] 

よく使う画質の設定を画質メモリーとして登録しておくと、設定を呼び出して簡単にコピーでさます。 

( お知らせ） 

♦ 画質メモ U —を呼び出す操作については、「呼び出してコピーする[呼出し]」 (P.27) を参照してください。 

♦ 一度登録した画質メモ U —は、新しい設定を上書さするまで削除されません。 


■登録する 償録] 

次の画質の設定を画質メモリーとして登録でさます。 

□ カラーモード（自動、白黒、フルカラー、2色カラー、単色カラー） 

□ 原稿種類 
□ 濃度 

□ 高度な設定(地色除去、裏写り防止、赤み青み強調、コントラスト、シャープネス、彩度、カラー 
バランス、ほか） 


1. 原稿をセットずる 


5. [登録]を押ず 


• 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
くコピー>を巧ず 

3. [画質設定]を押ず 




4. 画質の設定をずる 



高度な設を 


(例:原稿種類を[コピー原稿]に設定するとき） 

6. 画質メモリーボタンを選択して [0K] 
を押ず 

□ 新しく画質メモリーを登録するとき 

名称び表示されていない画質メモリーボタン 
を押します。 



0K || か m 

I 

② 
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よく使用する画質設定を登録したいとさ[画質メモ IJ 一] 



8 . 


□ 画質メモリーを更新ずるとき 


更新する画質メモリーボタンを押します。 



画質メモリー名を入力し、 [0 K ] を押 


ず 



厂熟語!广数字/記号1广区]-ド1 「◄ 11 ►] 「なお] 

回回回凹の囚回山凹回 
囚回凹の回回山のの 
回囚のピ J 回回 IMJLJ 曰 

□ 

確を 

1おを換11か。-か変換 II か在漢モ -r 1 



• 名称なしでは、登録でさません。 

• 全角]0文字内で入力してください。 

♦ キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 


[0 K ] を押ず 



高度を設を 


か測 


0 K 


9. コピー部数を入力ずる 

10. く スタート> を押ず 


• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 


■ 巧び出してコピーする [呼出し] 

画質メモリーとして登録されている画質設定を 
呼び出してコピーでさます。 

( も知せ j 

画質メモ U —を登録する操作については、「登録 
する[登録]」 （ P .26) を参照してください。 


2 . 


3. 


[呼出し]を押ず 



• この画面を表示する操作については、「登録 
する瞪録]」 （ P .26) の手順]〜3を参照し 
て < ださい。 


画質メモリーボタンを選択し、 [ OK ] 
を押ず 



フ•化ッに 


フ•化ット3 


ryfe ット 4 


フ•化ット5 


0 K ■ 丰額 
② 



選択した画質メモリーの画質び設定されま 
す。 


[ OK ] を押ず 



• このあとの操作については、左コラムの手 
順9〜] 0を参照してください。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


コピー画質を細かく調整したいとき 

[画質設定]の[高度な設定]では、次の設定がでさます。 





キ瓣 


地色除去 


裏写がち止 


ホみ青みな調 


でトラスト 


が-フ•ね 


彩度 


巧-/、*カス 


C (0.0.0) M (0.0.0) Y (0.0.0) Bk (0.0.0) 


か側 


• 画質タイプを選択します。 （ P .29) 



• シアン、マゼンタ、イエ□一、ブラックの濃度を調 
整します。 （ P .36) 


r お知らせ） 

♦簡細設赶の各項目は、初期値を変更できます。変更する操作については J 取扱説明書(ファンクション設定 
編)』の「3章コピー機能設定」を参照してください。 

♦画質設定は、次のときに標準設定に変わります。 

■電源を日 FF にしたとき 
•くリセット > を押したとさ 

-[高度な設定]の[標準画質]を設定したとさ 

•才ートクリアタイムを経過したとき(お買い上げ時の設定：1分後） 

• [詳細設定]を設定すると、メリ八リ、あざやかなどの画質タイプの設定は、取り消されます。 
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コピー画質を細かく調整したいとさ[画質設定] > [高度な設定] 


■メリ八リ、あざやか、ホみ、または青みを効かせる [高度な設定] 

次の5つの画質タイプから選択して画質を設定でさます。 

•標準画質 •メリ八リ •あざやか 

•ホみ強調 •青み強調 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [画質設定]を押ず 



ん 


[高度な設定]を押ず 


1 » • 

• 

» » 

•> 

• 


1 自動 

白黒 

ス肪- 

2斷- 

を色巧- 




5. 画質タイプを選択して、 [0 K ] を押ず 


フ•化ツト画質 



標準画質 




おざやか 



ホみな調 


[ 詳細設を I 



青み弓を調 


② 


丰圏 



標準画質 

フアンクシヨン設定で設定 
した初期値の画質でコピー 
したいとさ 

メ U 八 U 

メリノ VIJ のある画質でコピー 
したいとさ 

あざやか 

あざやかな画質でコピーし 
たいとを 

ホみ強調 

ホっぽくコピーしたいとさ 

青み強調 

青っぽくコピーしたいとさ 


♦ [原稿種類]で[トレーシングペーパー]を選 
択したとさは、各画質タイプとち[裏写り防 
山び「3」に設定されます。 

♦ [標準画質]の設定値は、キーオペレーター 
びフアンクシヨン設定で変更でさます。 

6. [0 K ] を押ず 



7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


■原稿の背景をを除去する [地色除去] 

原稿の背景色を除去してコピーでさます。 

新聞や背景に色がついている原稿などをコピーするときに便利です。 


Newspaper 

量国国 


Newspaper 

1国国 

= - :- 

m == 


-= -:- 

m == 


( も知 b せ^ 

♦ 「原稿種類」で[写真]を選択しているときは、[地色除去]の設定は自動的に[オスとなります。 


1. [詳細設定]を押ず 


フ•化ット画質 

1 標準画質 1 

麻 

1 p}m 1 


[ 友ざやか 1 

1 ホみ弓を調 1 


1 青みな調 1 






• この画面を表示する操作は、「メリ八リ、あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [地色除去]を押ず 


地色除去_3 

棄写り防止 オフ 

ホみ青み弓を調 0 

でトラスト 0 

外-フ•ネス 0 

を度 0 


C (0.0.0) M (0.0.0) Y (0.0,0) Bk (0.0.0) 


3. [―]、 [+] を押して[地色除去]のレべ 

ルを設定し、 [0 K ] を押す 



① 


② 


地色除去 6つのレベルで設定します。 

レベル値び高 < なるほど、濃 
い背景色を除去でさます。 


4. [0 K ] を押ず 



• このあとの操作は、「メリ八リ、あざやか、 
赤み、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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コピー画質を細かく調整したいとさ[画質設定] > [高度な設定] 


■裏写りを防止する [裏 写り防止] 

紙の厚さが薄い原稿をコピーするとさ、 裏 写りを防止してコピーでさます。 


AB]CDEFG 


ABCDEFG 

ABCDEFG 


ABCDEFG 

ABCDEFG 


ABCDEFG 

ABCDEFG 


ABCDEFG 

ABCDEFG 


ABCDEFG 

ABCDEFG 


ABCDEFG 


( も知 せ） 

♦ 「原稿種類」で[写真]を選択しているときは、[裏写り防止]の設定は無効となります。 

♦ 「原稿種類」で[トレーシングぺーパー]を選択しているときは、屢写り防山は自動的にレベル3に設定されます。 
♦ ほかの設定(赤み青み強調など）によっては、裏写りすることびあります。 


1. [詳細設定]を押ず 


標を画質 


p)m 


おざやか 


ホみ弓を調 


青み弓ち調 



♦ この画面を表示する操作は、「メリノ VIJ 、 あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [裏写り防止]を押ず 


フ•化ツト画質 





0 K ■ か m 


3 . [-]、[+]を押して、廣写り防止]のレ 

ベルを設定し、 [0 K ] を押ず 



♦ 「地色除去」び[オスに設定されていると、 
「裏写り防止」び設定でさません。 


裏写り防止 


6つのレベルで設定します。レ 
ベル値び高くなるほど、防止効 
果び高まります。ただし、高く 
設定するほど、コピーイメージ 
ちうすくなります。 


4. [0 K ] を押ず 



0 K ■ 丰幽 


• このあとの操作は、「メ U 八リ、あざやか、 
ホみ、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


■ホみと青みを調舊する [ホみ青み強調] 


ホみと青みの強さを調整してコピーでさます。 



1. [詳細設定]を押ず 



♦ この画面を表示する操作は、「メリ八リ、あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [赤み青み強調]を押ず 


棄写〇防止 


ホみ青み弓を調 


で卜对卜 


彩度 


巧-"*カス 


3 



0 


0 


0 


0 


C (0.0.0) M (0.0.0) Y (0.0.0) Bk (0.0,0) 



3. [赤み強調]、[青み強調]を押して色台 
し、を設定し、 [OK] を押ず 



4. [OK] を押ず 



• このあとの操作は、「メリノ VIJ 、 あざやか、 
ホみ、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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コピー画質を細かく調整したいとさ[画質設定] > [高度な設定] 


■コントラストを調整する [コントラスト] 

明るい部分と暗い部分の差を調整してコピーできます。 





1. [詳細設定]を押ず 


フ•化ット画質 

1 標準画質 1 


( p}m 1 


( ぉざゃか 1 

( ホみミを調 ) 

1 1詳編猫1 1 

1 青み弓ち調] 





• この画面を表示する操作は、「メリノ VIJ 、 あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [コントラスト]を押ず 


地色除去 


裏写 OP ち止 


か 


ホみ青み弓を調 


1 

■ 

1 1でトラスト 

ojI 


が-フ•な 


I お度 


巧-"*カス 


C (0.0.0) M (0.0.0) Y (0.0.0) Bk (0.0.0) 


3. [よわく]、[つよく]を押して、コントラ 
ストを設定し、 [0 K ] を押ず 



② 


0 K ■ か測 

② 


よわ< 

明るい部分と暗い部分の差をな 
<したいとを 

つよ< 

明るい部分と暗い部分の差を 
はっさりさせたいとさ 


4. [0 K ] を押ず 


[ 地色除去 3 

[ 棄写〇防止 オフ 

[ ホみ青み強調 0 

[ でトラスト 1 

[ 外-フ"ね 0 

〔ぉ度 0 



• このあとの操作は、「メリノ VIJ 、 あざやか、 
ホみ、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


■画像のシヤープをを調整する [シャープネス] 


画像の輪郭をぼかしたり、強調したり、調整してコピーできます。 


A 



堀 

ぼかす(よわく) 


堀 

強調する(つよく） 


1. [詳細設定]を押ず 


フ•化ット画質 

( 標觸質 1 


( PM ) 1 


( あさやか 1 

1 ホみな調 1 

1 1詳編猫 1 1 

1 青み弓を調 1 





♦ この画面を表示する操作は、「メリ八リ、あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [シヤープネス]を押ず 



3. [よわく]、[つよく]を押して、シャー 
プネスを設定し、 [0 K ] を押ず 



0 K ■ か m 

② 


よわ< 

画像の輪郭をぼかしたいとさ 

つよ< 

画像の輪郭を強調したいとさ 


4. [0 K ] を押ず 



• このあとの操作は、「メリ八リ、あざやか、 
ホみ、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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コピー画質を細かく調整したいとさ[画質設定] > [高度な設定] 


■彩度を調整する 勝嵐 


色の鮮やかさの度合いを調整してコピーでさます。 


よわ< 




つよ< 


1. [詳細設定]を押ず 


フ•化ット画質 

( 標準画質 1 


( mj 1 


1 あさやか 1 

1 ホみ弓ち調 1 


1 青み弓を調 1 






♦ この画面を表示する操作は、「メリ八リ、あ 
ざやか、ホみ、または青みを効かせる[高度 
な設定]」 （ P .29) の手順]〜4を参照して 
ください。 

2. [彩度]を押ず 



3. [よわく]、[つよく]を押して、彩度を設 
定し、 [0 K ] を押ず 



4. [0 K ] を押ず 



• このあとの操作は、「メリノ VIJ 、 あざやか、 
ホみ、または青みを効かせる[高度な設 
定]」 （ P .29) の手順6〜8を参照してくだ 
さい。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


■カラーパランスを調整する [カラーバランス] 

シアン、マゼンタ、イエ□一、ブラックのそれぞれの色に巧して、高濃度、中濃度、低濃度のレベルを調整して 
コピーでさます。 


^お知らせ） 

•色ごとに濃度を3つの段階に分け、その段階ごとに微調整することびでさます。 

この設定は、カラー写真の微調整などに使用するための機能です。各段階で調整できる範囲は、ごくわずかな 
ので、画像編集ソフトウエアのように、色合いを大さく変化させることはでさません。 


1. [詳細設定]を押ず 



• この画面を表示する操作は、「メリ八リ、あざや 
か、ホみ、または青みを効かせる[高度な設定]」 


( P .29) の手順]〜4を参照してください。 

2. [カラーノ（ランス]を押ず 



3. [シアン]を押し、[―]、 [+] を押して「高 
濃度」、 r 中濃度」、 r 低濃度」の請囲内のミ農 


• 濃度の区分は、最ち濃いレベル（100%)から、最 
もうすいレベル(0%)までを3等分したもので 
す。 


局濃度 最も濃い範囲 


度をそれぞれ設定ずる 


I • が巧 J — 仰 - J • — ァラ处 


日 in I の 


m n I rn 


版が - j1 lI . 

① ② 


囚 


中濃度 

高濃度と低濃度の中間の範囲 

低濃度 

最わうすい範囲 


4. 手順3と同じ操作で、[マゼンタ]、[イエ 
□-] 、ロラック]の各濃度を設定ずる 



5. ずべての色の設定が終わった!5 [OK] 
を押ず 

夕の レ ~~ が巧 ■— 仰- ■ • ~~ 

-3 0 +3 

高農度日田 
-3 0 +3 

中请度日回 
-3 0 +3 

版農度 nn 

6. [OK] を押ず 



• このあとの操作は、「メリノ VIJ 、 あざやか、ホ 
み、または青みを効かせる[高度な設定]」 
( P .29) の手順6〜8を参照してください。 
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コピー画質を細かく調整したいとさ[画質設定] > [高度な設定] 


Memo 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


用紙/コピー排出先を切り替えたいとき 除締肛/扫脯口] 


給紙□の設定では、給紙カセツトの選択や手差しトレイの用紙の種類を設定することができます。 

排出□の設定では、オプションのフイニッシヤーが装着されているときに、排出先をフイニッシヤーと排出 
トレイとで切り替えることがでさます。 


■コピーする用紙を選択する 

コピーサイズを設定すると、自動で給紙カセット 
が選択されますが、手動で切り替えたいときは、 
次の手順で設定します。 

( お知らせ） 

• 給紙カセットの用紙種別を設定する操作につい 
ては、阳又扱説明書（フアンクシヨン設定編)』の 
「2章共通機能設定」を参照してください。 


■給紙カセツトにない用紙で 
コピーする(手是しトレイ） 

給紙カセツトにない用紙にコピーしたいときは、 
手差しトレイに用紙をセツトし、次の手順で用紙 
の種類を設定します。 

( お知らせ） 

• 手差しトレイにセツトにできる用紙については、 
『取扱説明書湛本編)』の「用紙について」を参照 
してください。 


1. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 


1. 他のモードが表示されているときは、 


2. [給紙口/排紙印を押ず 


く コピー >を押ず 



3. 給紙口！〜4、または手差しトレイを 
選択し、 [0K] を押ず 
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2. [給紙口/排紙口]を押ず 



3. 


• 原稿の向さと手差しトレイの用紙の向さび 
異なるとを、コピーイメージの表示び次の 
ようになることびあります。その場合は、原 
稿と手差しトレイの用紙び、同じ向をにな 


るようにセツトし直してくださし、 


向さび異なるとさ 



向さび同じとさ 



[変更]を押ず 



































































































































































用紙/コピー排出先を切り替えたいとさ[給紙口/排紙口] 


4. [用紙種別変更]を押ず 


巧紙種別 

1 S 動） 

1 A ぉ1 

1 B ぃ 1 




wmm 1 

1 A 4 P 1 

J A い1 

1 B 5。 1 

___1 





1 85- 1 

( A 5。 1 

1 A 5 n 1 


1 

吊紙種別変更1 

II 11 x 17 口 1 

1 Legaln 1 

1 8.5 x 11 0 1 




[ 8.5 x 11n ] 

1 5.5x8.5d 1 

1 8 xl 3 n 1 


田 

01 

/ 

02 

の 


WMi 


5. 用紙の種別を選択し、 [OK] を押ず 


手差しサイで 


I がでをを 




1 普通紙 1 1 上貴紙 1 1 再ま化1 


(m m 1 1 厚紙11 1 厚紙2 1 


[ 紙] [ トト紙11 [ ]-卜紙21 


[ 0 HP 1 1はがさ1【©し紙1 


1 11 1 1 * 載氏 1 



田 

01 

/ 

02 

の 



[OK] を押ず 


が紙口 

m - 

11 ィ 

口 





2 M 


3 U 

■ 

4 U 


1 A 4 口 


I ク A 3 口 


3 84。 


14 防口 


用紙の種類が設定されます。 


I コピー排出巧を切り替える 

オプションのフイニッシヤーを装着していると 
をは、必要に応じて、コピーの排出先をアウター 
(フイニッシヤー ） にしたり、インナー(排出トレ 
イ）にしたりすることがでさます。 


V わ天 □ 6 じソ 

♦ 排紙□は、初期値を変更することびでさます。変 
要する操作については J 取扱説明書（ファンク 
ション設定編)』の「2章共通機能設定」を参照 
してください。 


1. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

2. [給紙口/排紙 □] を押ず 



3. r 排紙□」を選択し、 [OK] を押ず 


_ A 4 口 
— 厚巧 1 



1 化を ftn 

をを 


1 1 m - II 1 



排紙□び設定されます。 


丰循 


② 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


複数 コ ピーの前に試しの コ ピーをしたいとき 

[話:しコピー] 


複数部数]ピーするときは、確認用として1部目だけ試しに]ピーしたあとで、残りを継続してコピーできます。 


Newspaper 


Newspaper 


Newspaper t-. 

III 


III 


mmm li 
1 == 

= 国国 

m== 
=—= 


m== 

=== 


m== 

=== 

■== 




m=^ 

'i, 3 


試しに]部だけ 確認して残りをコピー 

コピー 


1. 原稿をセットずる 


6. く スタート> を押ず 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. 必要に応じて画質の設定をずる 



1部目だけ排出されます。 

7. 試したコピー設定で良いときは、[はい] 
を押ず 



残りの部数びコピーされます。 


4. コピー部数を入力ずる 

5. [試しコピ ー] を巧ず 



□試しコピーを再度とりたいときは 


① [いいえ]を押して、基本画面に戻る 

② 原稿を再度セツトする 

③ 読み取りの設定を変更する 

④ く スタート> を押す 

試しコピーび]部排出されます。 

⑥再度設定したコピー設定で良いときは、[はい] 
を押す 

残りの部数びコピーされます。 
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複数コピーの前に試しのコピーをしたいとさ[試しコピー] 


Memo 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


設定したコピー機能を確認したいとさ 隱定確認] 


コピーを始める前に設定した内容を確認できます。また、設定を変更したり、取り消したりでさます。 


■設定を確認する 


■設定を変更する 


設定した内容を確認でをます。 


設定した内容を変更でさます。 


1. [設定確認]を押ず 



2. 設定内容を確認し、[閉じる]を押ず 


片面^片面 

ッ-卜 

-HI I が 









田 

01 

/ 

01 

の 


I ジョブメモリー I 全消去 



(例: エツ ジ機能を設定して ADF から〕ピーす 
るとさ） 


1. 変更ずる設定を押ず 



量* Q 片面^片面 

馨 L . .. ッ-卜 


图 I が 












田 

01 

/ 

01 

の 


I ジョブメモリー I 全消去 



♦ [片面^片面]からの変更はでさません。 

2. 設定を変更して [OK] を押ず 


例：[エッジ]の設定を変更する場合 
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設定したコピー機能を確認したいとさ[設定確認] 


■すべての設定を取り消す 

設定をすべて取り消して、初期値の状態に戻すこ 
とがでをます。 


1. [全消去]を押ず 



(例: エツ ジ機能を設定して ADF からコピーす 
るとを） 

設定びすべて取り消され、初期値の状態に戻 
ります。 

2. 設定の取り消しが終了した！5、[閉じ 
る]を押ず 



田 

01 

/ 

01 

田 



■設定をジヨブメモリーに登録 
する 

設定した内容をジョブメモリーとして登録する 
ことがでさます。 


1. [ジョブメモリー]を押ず 



(例:エツジ機能を設定して ADF からコピーす 
るとさ） 

2. 設定をジョブメモリーとして登録ずる 



タブル; 0 W 》 ヨット 



• ジョブメモリーを登録する操作について 
は、「よく使用するコピー機能を登録したい 
とき[ジョブメモリー]」 （ P .44) の手順6〜 
8を参照してください。 

3. ジョブメモリーの登録が終了した!5、 
[閉じる]を押ず 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


よく使用するコピー機能を登録したいとき 

[ジョブメモリー] 


■ジョブメモ U — に登録する 

画質や仕上げの設定など、よく使う設定をジョブメモリーとして登録でさます。 

( お知らせ） 

• ジョブメモリーを呼び出す操作については、「ジョブメモ U —を呼び出す」 （ P .45) を参照してください。 
♦一度登録したジョブメモリーは、新しい設定を上書さするまで削除されません。 

•試しコピーは、ジョブメモリ ー に登録できません。 

•伝票モードび設定されているときは、ジョブメモリーを [ M 1 ] と [ M 2] に登録することはできません。伝票モー 
ドについて、詳しくは、「設定された範囲だけコピーしたいとき[伝票モード]」 （ P . 1 05) を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 


6 . [登録]を押して、名称が表示されてい 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. 登録したいコピー機能を設定ずる 



4. コピー部数を入力ずる 

5. [ジョブメモリー]を押ず 



ないジョブメモリーボタンを押ず 



① ② 

• 設定び登録されているジョブメモリーボタ 
ンには、名称び表示されています。 

7. ジヨブメモリー名を入力しに口を押ず 


[ 熟語 ji 数字/記ち II 区]-卜 * I 问円 n を退 j 


回凹回因凶凹の回凹ヒ J 

囚凹回回回凹回回の 

巧モ 

のの回回凹凹回 

陆化 

1 無、勁奠 II が。-か勁舆 II かを漢モ -K 1 



② 

• 全角]〇文字 iU 内で入力してください。 

参キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 

手順6の画面に戻ります。 

8. 手順目の画面で、[閉じる]を押ず 
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よく使用するコピー機能を登録したいとさ[ジョブメモ IJ 一] 


■ジョブメモ U —を巧び出す 

登録されているジョブメモリーを呼び出してコピーでさます。 

お買い上げ時には、「ダブルスカイショット」が [Ml0] に設定されています。 

• 「ダブルスカイショット」については、「両面原稿を片面1枚にまとめてコピーしたいとさ[ダブルス 
カイショット]」 （ P . 1 08) を参照してください。 

( お知らせ） 

•ジョブメモリーを登録する操作につい口ま、「ジョブメモリーに登録する」 （ P .44) を参照してください。 


1. 原稿をセットずる 

♦ 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [ジョブメモリー]を押ず 



4. D 乎び出したいジョブメモリーボタンを 
押ず 


ま京 



グ r 痛》ヨット 



• 設定び登録されているジョブメモリーボタ 
ンには、名称び表示されています。 

ジョブメモリーの呼び出しを確認する画面び 
表示されます。 


5. 


6 . 


[閉じる]を押ず 



ジョブメモ U —の設定び反映されます。 


ジョブの内容を確認ずるときは、殿定 
確認]を押ず 



• 設定を変更する操作については、「設定を 
変更する」 （ P .42) を参照してください。 

7. コピー部数を入力ずる 


8. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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2 章基本画面で機能を設定してコピーする 


コピー、プリント中のジョブを表示させたいとさ 

[ジョブリスト] 


本機が原稿を読み取り、コピーした用紙を排出するまでの一連の動作をジョブと呼びます。 
実行中、または待機中のすべてのジョブ、またはコピーのジョブを一覧表示できます。 

また、待機中のジョブを削除することもできます。 


■一覧表巧をせる 

コピーのジョブを一覧表示でさます。 


1. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

2. [ジョブリスト]を押ず 

□ コピー/プリント中じ1外のとき 



□ コピー/プリント中のとさ 



実行中、または待機中のすべてのジョブび一 
覧表示されます 0 


3. [コピージョブ]を押ず 



実行中、または待機中のジョブのうち、コピー 
のジョブび一覧表示されます。 

4. [閉じる]を押ず 


全て 

1 ] ド-グジ‘ 1 フ•のがが 

1 フ"の卜履歴 

■ 


ィ-卜 

ドがルを 

：!が兄ぉ認 

11 

印刷 

部数 

載 

実巧時間 


| C 0 PY 

JOB ： 2001 

印刷中 

23:38 

005 

001 

0抓0分1 



[copy 

JOB ： 2002 

印刷待ち 

23:38 

005 

001 

00抓分1 

□J 

01 









( 






1 

/ 

01 


因 

[ 1 








1 






) 


■ 全て蓮 

1 




■ 

閉じる 
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コピー、プ IJ ント中のジョブを表示させたいとさ[ジョブ IJ スト] 


■コピージョブを削除する 

待機中のジョブを削除でさます。 


1. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

2. [ジョブリスト]を押ず 



実行中、または待機中のすべてのジョブび一 
覧表示されます 0 

3. [コピージョブ]を押ず 


全て 


:*-卜 


北。-》*が 


■ア のがが 


フ•の卜履歴 


状: W 播認 


11 


宮峨数 実巧時間 


[copy 

JOB ： 2001 

巧刷中 

23:38 

005 

001 

0抓0分1 


(copy 

JOB ： 2002 

印刷待ち 

23:38 

005 

001 

誦分 j 


田 



4. 削除ずるジョブを選択し、梢 y 除]を押 
ず 


全て 


] ピ-グリ* 


フ•のがが 


フ•の卜履歴 


ドキが外を掀兄確認 11 Si 実胃。3 


pPY 


師 IJ 中 


23:38 005 001 0000分 


[[copy 


E 口刷待ち 23:38 010 001 0000分 


UI 

因 


をて選が 


削除 


① 


I 

② 


• すべてのジョブを削除するとさは、[全て選 
択]を押して、悄 I 」除]を押します。 

ジョブの削除を確認する画面び表示されま 
す。 


5. [はい]を押ず 


ジョブリスト > 削除 
北"-》4王 r 削除確認 
「はい J か「いい无 J を 
押して<ださい 


はい 


いい无 


選択したジョブび削除されます。 

♦ 印刷中のジョブは、梢 I 」除]を押すタイミン 
グによって、削除されないことびあります。 

6. [閉じる]を押ず 
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2 章甚本画面で機能を設定してコピーする 


コピーの終了をコンピューターに® E 日させたいとを 

騰了激田 


コピーの終了をコンピューターに通知する設定をしてコピーできます。 

( お知らせ） 

♦この機能を使用するためには、通知先のコンピューターに Panasonic コミュニケーションユーティリティ 
と Completion Notice びインストールされている必要びあります。 


•Panasonic つミュニケーシヨンユー了ィ U てィは 、 Panasonic Document Management System をイ 
ンス I -- ルすると同時にインス I -- ルされます。詳しくは、阳又扱説明書(セットアップ編)』の 「Panasonic 
Document Management System のインストール」を参照してください。 

•Completion Notice は、プリンタードライバー、またはファクスドライノ（一をインス I -- ルすると同時にインス 
卜ールされます。詳しくは、阳又扱説明書(セツトアップ編)』のロリンタードライバーのインストール」を参照して 
ください。 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

3. 必要に応じて画質の設定をずる 

4. [終了通知]を押ず 



5. 條軟ブ([あ]〜[お好み])を疆巧して、通 
知先のコンピューターを表示する 




あかさた をは まやら/わ お巧み 

田 

01 

/ 

01 

の 

1 大島 II 今井 II 

1 II II 1 

1 )1 )1 ) 

1 II II 1 

1 II II 1 



6. 通知先のコンピューターを選択し、 
[0 K ] を押ず 



① ② 

♦ 上記の画面にコンピューター名を表示する 
ためには、通知先のコンピューターの 
Panasonic コ S ュニケーシヨンユーティ 
U ティで、コンピューター名を本機に登録 
して、タスクバーに Panasonic コミュニ 
ケーシヨンユーティリティのアイコンを表 
示する必要びあります。 

詳しくは、阳又扱説明書(セットアップ編)』 
の「コ S ュニケーシヨンユーティリティの 
セットアップ」を参照してください。 

7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を押ず 

コピーび終了したら、設定したコンピューター 
にコピーび終了したことび通知されます。 

• 本機からの終了通知を受信するためには、通 
知先のコンピューターのタスクバーに 
Completion N 加 ce のアイコンび表示されて 
いる必要びあります。詳しくは、阳又扱説明書 
(セットアップ編)』のに ompletion N 加 ce を 
設定する」を参照してください。 
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3 章 

詳細設定画面で機能を設定して 

コピー ずる 


この章では、詳細設定を使った]ピーの操作について説明しています。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


両面コピーモードを切り誓えたいとき [片面/両面] 


詳細設定画面の[片面/両面]タブでは、次の設定がでさます。 



r お知らせ） 

• [片面/両面]タブは、初期値を変更できます。変更する操作にっい口よ、颐扱説明書(フアンクシヨン設定編)』の「3 
章コピー機能設定」を参照してください。 

•両面〕ピーができる用紙は、普通紙、上質紙、再生紙 (64 呂/が〜]。5呂/ m つだけです。 

• A 5 サイズの用紙は、両面コピーでさません。 


■片面/両面原稿を両面にコピーする [片面一両面]/[両面一両面] 


片面原稿、または両面原稿を用紙の両面にコピーします。 

片面-►両面 両面-►両面 



♦ この機能は、原稿を ADF にセツトした 
とさに使用でさます。 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 


3. [詳細設赶を押ず 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


4. 片面原稿を両面コピーずるときは[片 

面-►両面]を、両面原 f 高を両面コピーず 
るとさは[両面^両面]を押ず 



1 M 

1 圖 * 画 

圏*® 

一片巧 W 

馨*画 

がノ1 

Hl*ip 

片面^面を 

i-i 

面旧一両お 

nh IP 
■! ■；! 

でみ^あお 

アがレット 



• [原稿混載]を設定しているとさは、[両面^ 
両面]を設定できません。[片面^両面]は、 
[原稿混載]を選択したとさに表示される 
[両面]を押して設定します。 

• [両面—両面]は、原稿を ADF にセツトした 
とさだけ設定でさます。 

5. 原稿の向をを選択ずる 

□ [片面^両面]を選択したとき 

画面例:原稿を縦向き （r I )にセットしたとき 


原おちか 



巧 

回 

ち迅とじ 

庶ぶとじ 



□ [両面-*面]を選択したとき 


画面例:原稿を縦向き （r I )にセットしたとき 


1 a i 


巧*唾 

巧*固 

H 


ちぶとじ-> M とじ 

長ぶとじ-> 短ぶとじ 



巧 一 I 原棉上ぷを上【し 
^ セットしたとさ 


に 広! 


で n 原稿上辺を左に 
^ セットしたとさ 




(例）- 

ABC 


(例） 


苗 r 


6. とじ位置を選択して [0 K ] を押ず 


□ [片面^両面]を選択したとき 



① 


② 


① ② 


長辺とじ 

長辺をとじるとさ 

短辺とじ 

短辺をとじるとさ 


□ [両面^両面]を選択したとき 



② 


① 



7. コピー部数を入力ずる 


8. くスタート>を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■両面原稿を片面にコピーする [両面一片面] 


両面原稿を用紙の片面にコピーします。 



f お知らせ） 

•この機能は、原稿を ADF にセツトしたときに使用できます 


1. [両面^片面]を押ず 



• この画面を表示する操作は、「片面/両面原稿 
を而面にコヒーする[片面一両回]/[両面-^両 
圃」 （ P .50) の手順1〜3を参照してください。 

• [原稿混載]を設定しているとをは、[両面^ 
片面]を設定でさません。 


2. とじ位置を選択して [0 K ] を押ず 



① 


② 


^ m 1 キ慶 

T 1 

① ② 


長辺とじ 

長辺とじの原稿のとさ 

短辺とじ 

短辺とじの原稿のとさ 


• このあとの操作につい口ま、「片面/両面原稿を 
両面にコピーする[片面-►両面]/[両面-►両 
圃」 （ P .50) の手順7〜8を参照してください。 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


■見開をの原稿を片面に分割する [ページ連写] 

見開きの原稿を片面ずつ分割してコピーします。 



( も知せ j 

♦この機能は、原稿を横向き （a) にセットしたときに使用できます 


1. [ページ連写]を押ず 


3. r 先頭/最終ぺージ指定」で、最初と最後 



• この画面を表示する操作は、「片面/両面原稿 
を両面にコヒーする）[片面一両面]/耐ち]一両 
圃」 （P.50) の手順1〜3を参照してください。 

♦ [原稿混載]を設定しているときは、[ページ 
連写]を設定でさません。 

2. 「連写方向」を選択ずる 



先頭/最殺 V - グ指を 


麵 ID 宜 華 


0K 1 湖 t 


圓 

見開さ原稿を開いた状態で左 
側から先にコピーしたいとを 

し圓 … 1 

見開さ原稿を開いた状態でち 
側から先にコピーしたいとさ 


のページをコピーずるかしないかを選 
択し、 [0 K ] を押ず 


連写ち向 



か自目/鳥が A " -グおモ 


麵’曲， 農 面 




麵 


最初と最後のページもコピー 
したいとさ 

1 



最初のページをコピーして、最 
後のぺージはコピーしたくな 
いとさ 

1 



最初のページはコピーせず、最 
後のぺージはコピーしたいと 
さ 


最初と最後のページをコピー 
しないとさ 


• このあとの操作につい口ま、「片面/両面原稿を 
両面にコヒーする）[片面一両面]/[両面一両 
圃」 （P.50) の手順7〜8を参照してください。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ブック原稿を両面にコピーする [ブックー両面] 

見開きの原稿を片面ずつ分割して両面コピーします。 


背合わせ 



1ぺ-ジ ] ぺージ 

2ぺージ 2ぺージ 


1ページ目と2ページ目び用紙の両面に 
コピーされます。 


見開さ 




1ぺージ 2ぺージ 


白紙ページ 


画 


1ぺージ 


白紙ページ 


最初と最後のページに白紙ページを挿入し、原稿と 
同じ見開さの状態で両面コピーされます。 


. 原稿台ガラスに原稿をセットずる 



2. [ブックー両面]を押ず 



3. 背台わせで印刷ずるか、見開さで印刷 
ずるかを選択ずる 



JJtL 

か淵 


背合わせ 

見開さの左ちのページを両面 
にコピーしたいとを 
(とじると、見開きの状態は、原 
稿とは異なります） 

見開さ 

最初と最後のページに白紙 
ページを挿入して両面コピー 
したいとき（とじると、見開き 
の状態は、原稿と同じようにな 
ります） 


• この画面を表示する操作は、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面^両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順2〜3を参照し 
て < ださい。 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


4. 原稿の向をを選択ずる 



1 の 1 

原稿上辺を上【し（例） 
セツトしたとさ 

ABC 

1 


1四^ 1 

原稿上辺を左にり列） 
セツトしたとを 

苗 r 



5 . 「連写方向」を選択ずる 




pll 


見開さ原稿を開いた状態で左 
側から先にコピーしたいとき 


pi 


見開さ原稿を開いた状態でち 
側から先にコピーしたいとを 


6 . r 先頭/最終ぺージ指定」で、最初と最後 

のページをコピーずるかしないかを選 
択し、 [0 K ] を押ず 



① 


② 


① ② 



麵 


最初と最後のページわコピー 
したいとさ 

血 


最初のページはコピーして、最 
後のぺージはコピーしないと 
さ 




最初のページはコピーせず、最 
後のぺージはコピーしたいと 
さ 


最初と最後のページはコピー 
しないとさ 


♦ このあとの操作については、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面^両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順7〜8を参照し 
て < ださい。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■複数ぺージを1巧にまとめる [ N イン 1] 

複数ページの原稿を1枚の用紙にまとめてコピーでをます。用紙の両面にまとめてコピーすることもでさます。 


2イン](縦長原稿) 


4イン](縦長原稿) 


8イン](縦長原稿) 



1.[ N イン 1] を押ず 


2. 1ページにまとめてコピーずる原 f 高枚 



• この画面を表示する操作につい " C は、「片面/両 
面原稿を両面にコピーする[片面—両圃/ [両 
面一両圃」 （ P .50) の手順]〜3を参照してく 
ださい。 

• [原稿混載]を設定しているときは、 [N イン1 ] 
を設定でさません。 


数を選択ずる 


画面例:原稿を縦向き (r I) にセットしたとき 



にイン 1] 

2ページの原稿を]枚にまと 
めたいとさ 

[4 イン 1] 

4ページの原稿を]枚にまと 
めたいとさ 

旧イン 1] 

8ページの原稿を]枚にまと 
めたいとさ 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


3. 原稿の向をを選択ずる 



LiA 


回 




H 





韦錫 



^ 原稿上辺を上に 
^ セットしたとさ 


r の] 

I 一 [q 一 I 原稿上辺を左に 

セットしたとさ 


r 四 ] 


(例）— 

ABC 


(例) 


苗 r 


4. 両面コピーずるときは、次の操作をず 
る 

①[両面]を押す 



5. 「レイアウト」で原稿の配置順を選択 
し、 [0 K ] を押ず 

□ 2イン1のとき (原稿を縦向き (□) にセツ 
卜したとさ） 

圍*圍がノ1 JM^IiL 圏今円がノ1 



① 


② 


□ 4イン1のとき (原稿を縦向き (□) にセツ 
卜したとさ） 



□ 8イン1のとき (原稿を縦向き (□) にセツ 
卜したとさ） 


②とじる方向を選択して [0K] を押す 

画面例:原稿を縦向き ( Q ) にセツトしたとき 




• このあとの操作については、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面—両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順7〜8を参照し 
て < ださい。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ブックお式で両面にコピーする [ブックレット] 

複数ページの原稿を本のように両面コピーします。表紙をつけて、表紙だけ別の用紙を使ってコピーするこ 
とちでさます。 




() 

♦両面原稿をブック形式で両面コピーすることはでさません。 

•この機能は、 A 5、 目5、または A 4 の原稿を ADF にセットしたときに設定できます。 

•オプションの]ビンサドルフイニッシャ ー(□ A - FS 325) を装着しているときは、中綴じ製本びできます。た 
だし、 A 日または目日の用紙は使用でさません。 


♦コピーサイズの初期値は等倍ですび、縮ルに変更することびでさます。操作については、阳又扱説明書(ファンク 
シヨン設定編)』の「3章コピー機能設定」を参照してください。 

•中とじの位置びずれ、位置を補正したときは、阳又扱説明書(フアンクシヨン設定編)』のに章共通機能設定」を参照 
して < ださい。 


1. ADF に原稿をセットずる 



• 手順4で表紙を[無地]に設定したとさは、普 
通紙で36枚までセツトでさます。 


2. [ブックレツト]を押ず 



• この画面を表示する操作については、「片面/両 
面原稿を両面にコピーする[片面—両圃/耐 
面一両圃」 （ P .50) の手順2〜3を参照してく 
ださい。 

3. とじ位置を選択ずる 




因白 


用紙の左側、または上側 
をとじるとさ 


巧白 


用紙のち側、または下側 
をとじるとを 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


4. 表紙をつけるときは、次の操作をずる 


①[表紙]を押す 



②表紙にコピーするかどうかを選択する 





か'魁 



無地 

表紙にはコピーしないとき 

コピー 

表紙にコピーしたいとさ 


③表紙に使用する用紙びセツトされているカセツ 
卜を、[表紙]を押して選択する 




• [表紙]を押すごとに、同じサイズびセット 
された用紙のカセットび切り替わります。 

• 表紙外の用紙わ変更するとさは、[コ 
ピー]を押して用紙のカセツトを設定しま 
す。 


④[日 K ] を押す 




5. [0 K ] を押ず 



• このあとの操作については、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面—両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順7〜8を参照し 
て < ださい。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■サイズが異なる2種類の原稿を一度にコピーする [原稿混載] 

サイズが異なる複数の原稿をまとめて読み取り、それぞれの原稿サイズに応じた用紙にコピーしたり、同じ 
コピーサイズにそろえてコピーしたりでをます。 


原稿と同じサイズで 同じコピーサイズに 

コピー(初期値） そろえてコピー 



お知らせ） 

•混在でさる原稿サイズの組み合わせは、次のとおりです。 


原稿] 

原稿 2 

巨己 

巨 4 

A5 

A4 

A4 

A3 



原稿2 


原稿 


♦コピーサイズを指定しなかったとさは、それぞれの原稿サイズどおりにコピーされます。コピーサイズを指定する 
と、コピーサイズに合わせて自動的に拡大/縮ルしてコピーされます。 


♦両面でコピーするとさは、大さい原稿のサイズに合わせて用紙が設定されます。用紙サイズをそろえてコ 
ピーすることをお勧めします。 （ P .6 1 ) 

♦コピーサイズを指定して A 4、 目5、または A 日に統一するときだけ、[回転ソート]、または脑転スタック]を設定し 
て部/ページ単位で回転して排出できます。 


■ 原稿と同じサイズでコピーする 

サイズが異なる原稿をまとめて読み取り、それぞれの原稿サイズに応じた用紙にコピーします。 


1. サイズが異なる原稿を、幅が同じ辺を 2. [原稿混載]を押ず 


そろえて ADF にセツトずる 



• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 



片面/面面 I 化上げ [ スーム/編集 1 合化/をが 


■ *圓 

圖 * 種 ! 

量動 



哪 

た旧^片巧 

帕面^片が 

へ.-》•读写 

し-がノ1 


原稿ミ良栽 

瞧 1*11 

IP* IP 

量讀 

唯 ! 喝 


- cm 

片旧->両旧 

向面^両お 

ア吻一両旧 

フ•がレット 


SADF 


• この画面を表示する操作につい口ま、「片面/両 
面原稿を両面にコピーする[片面—両圃/ [両 
面一両圃」 （ P .50) の手順2〜3を参照してく 
ださい。 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


3. 


r 原稿方向」を選択ずる 


回哪 


原宿ち向 

回日 

回囚 

回旦 

回因 


両面 




问卜 I 


回山 


それぞれの（例) 


原稿び縦長 
のとさ 


ルさい原稿 
び縦長で、大 
さい原稿び 
横長のとさ 



(例） 


ABC 

ABC 


回と J 


ルさい原稿（例) 
び横長で、大 
さい原稿び ^ 
縦長のとさ 一 



それぞれの 
原稿び横長 
のとさ 


(例） 


〇 

CD 

< 

ABC 


4. 両面コピーずるとをは、次の}栗作をずる 


①[両面]を押す 






②とじる方向を選択して [0K] を押す 


5. [0 K ] を選択ずる 



♦ このあとの操作については、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面^両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順7〜8を参照し 
て < ださい。 

■ 用紙サイズをそろえてコピーずる 

サイズが異なる原稿をまとめて読み取り、指定し 
たコピーサイズにそろえてコピーします。 

コピーサイズに合わせて自動的に拡大/縮ルされ 

cF> 〇 


1. r 原稿と同じサイズでコピーずる」 
( P .60) の手順！〜曰の操作をずる 

2. [基本]を押して、コピーサイズを選択 
ずる 



• このあとの操作については、「片面/両面原 
稿を両面にコピーする[片面^両面]/[両 
面一両面]」 （ P .50) の手順7〜8を参照し 
て < ださい。 





杆測 


② 



長辺とじ 

長辺をとじるとさ 

短辺とじ 

短辺をとじるとさ 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ ADF を使って特別な原稿をコピーする に ADA 

重ねて給紙しにくい薄い原稿(最小己 Og / m 2 ) を ADF を使ってコピーすることがでさます。 

また、 SADF 機能の応用例として、70枚を超える原稿を同じ設定で続けてコピーできます。 （ P .63) 

( お知らせ） 

♦この機能は、 ADF に原稿をセツトしたときに設定できます。 


■ 薄い原稿をコピーするとき 

重ねて給紙しにくい薄い原稿(最小已〇呂 / m 2 ) のときは、已秒 iU 内に 1 枚ずつ ADF にセツトすると、同じ設 
定で続けてコピーすることがでさます。 


1. 1枚目の原稿(最小 50 g / m 2) を ADF 
にセツトずる 



2. KADF ] を押ず 






• この画面を表示する操作につい " C は、「片面/両 
面原稿を両面にコピーする[片面—両圃/ [両 
面一両圃」 （ P .50) の手順2〜3を参照してく 
ださい。 

3. 必要に応じて、その他のコピー機能を 
設定ずる 

4. コピー部数を入力ずる 

5. く スタート> を押ず 


6 . 最初の原稿の読み取りが終わり 、 ADF 

のトレイに排出された！5、次の原稿を 
己秒仪内にセツトずる 

原稿び読み取られます。 

7. 最後の原稿を読み取るまで手順目を繰 
り返しまず。 

最後の原稿び読み取りび終了して、5秒経過す 
ると、次の画面び表示されます。 

8 . [いいえ]を押ず 



• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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両面コピーモードを切り替えたいとさ[片面/両面] 


■ SADF 機能の応用例 (70 枚を超える原稿のとき） 

ADF には、一度に 70 枚までしかセットでさませんが、次の方法で 70 枚を超える原稿をひとつながりの原 
稿としてコピーでさます。 

( お知らせ） 

•ひとつなびりの原稿として、読み取ることびでさる原稿は、合計で999枚までです。 

•原稿(カラー写真など）によっては、999枚じ(下でもメモ U —オーバーエラーび表示されることびあります。 
そのとさは、タッチパネルディスプレイの表示にしたびって操作してください。 

例：100枚の原稿を己部コピーする 

( a ) 最初の 70 枚を ADF にセットする 

( b ) に AD 円を押す 

( C ) [仕上げ]を選択して、ソートの設定をする （ P .6 己） 

( d ) 部数(己部)をセットし、く スタート> を押す 

( e ) 70 枚の読み取りが終わったら、已秒内に残りの 30 枚を ADF にセットする 
け)残りの 30 枚の読み取りが終わったら、最終原稿確認画面で[いいえ]を押す 



残りの原稿:3日枚 



2回にわけて ADF で読み込まれ 
た原稿びひとつなびりの原稿と 
してコピーされる 



1日日枚 X 己部びコピーされる 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


排紙のしかたを切り誓えたいとき [仕上げ] 


詳細設定画面の[仕上げ]タブでは、次の設定ができます。 

□ 標準仕様のとさ 


部ごとにまとめて 
コピーします。 （ P .6 己） 


ページごとにまとめて 
コピーします。 （ P .6 己） 


片旧/両面 ■ 


化上げ ブーム/編集 合紙/合ぶ 


- 

y - 卜 

_ 

一' 

耗 

卜 



部ごとに回転して排出 
します。 （13.6 己） 


ページごとに回転して 
排出します。 （ P .65) 


□ 1ビンフイニッシヤ ー( DA - FS 320)、 または1ビンサドルフイニッシヤ ー( DA - FS 32 日)び装着さ 
れているとさ 



□ 1ビンサドルフイニッシヤ ー( DA - FS 32 日）とパンチユニット ( DA - SP 41) が装着されていると 
さ（オプション） 


• 部ごとにずらして排出 
します。 （13.6 己） 


• 部ごとにステープルどめ 
して排出します。 （ P .67) 


• 部ごとにまとめて 
コピーします。 （13.6 己) 


• ページごとにまとめて 
コピーします。 （13.6 己） 



• パンチ穴をあけて排出 
します。 （ P .70) 


• ページごとにずらして 
排出します。 （ P .6 己） 
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排紙のしかたを切り替えたいとき[仕上げ] 


I ソ—卜機能を設定する [ソート]/[ノンソート]/[回転ソート]/[回おスタッ 
ク]/[シフトソート]/[シフトスタック] 


部ごとにまとめたり、ページごとにまとめたりして排出でさます。 

. - 標準仕様 - 


ソ-卜 


ノンソート 





3 







け 


回転ソート 


1 ^^ 





回転スタック 
1 


個転ソート、回転スタックは、 A 己、巨己、または A 4 サイズの縦 

向さ （ f []) と横向さ （£□) の両方の用紙び給紙カセットに 
セツトされているとさだけ設定でさます。） 


オプションの]ビンフイニッシヤー 
( DA - FS 320) / ] ビンサド j レフイニッ 
シャ ー( DA - FS 325) 装着時 


シフトソート 


シフトスタック 



1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとさ)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

3. [詳細設定]を押ず 



4. [仕上げ]を押して、ソートの種類を選 
択ずる 
□ 標準仕様時 



ソート 

部ごとにまとめたいとさ 

ノンソート 

ページごとにまとめたいとを 

回転ソート 

部ごとに回転したいとき 

回転ス 
タック 

ページごとに回転したいとさ 


• 陌転ソート]と[回転スタック]は、 A 5、 目5、ま 

たは A 4 サイズの縦向き （ f ]) と横向き 

(こ])の両方の用紙び給紙カセットにセット 
されているとさだけ設定できます。 

く次ぺージへ続< > 化 














































































































































































3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


□ 1ビンフイニツシヤー ( DA - FS 320)/1 ビン 
ヴドルフイニツシヤ ー( DA - FS 32 日)装着時 

画面例：1ビンサドルフイニツシヤ ー( DA - 
FS 325) とパンチユニット （ DA - SP 4]) を装 
着時 



ソート 

部ごとにまとめたいとさ 

ノンソート 

ページごとにまとめたいとき 

シフトソー 
卜 

部ごとに位置をずらしたいと 
を 

シフトス 
タック 

ページごとに位置をずらした 
いとき 


5. コピー部数を入力ずる 

も .く スタート> を巧ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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排紙のしかたを切り替えたいとき[仕上げ] 


■ステープルする [ステープルソート] 


オプションの！ビンフイニッシャ ー(DA-FS 320 )/1 ビンサドルフイニッシャ ー(DA-FS325) が装着されてい 
るとさは、ステープルどめを設定でさます。 

また、1ビンサドルフイニッシャ ー(DA-FS325) が装着されているときは、中とじを設定できます。 

ステープルソート 中とじ 


■ 

• 1ビンフイニツシヤ ー( DA - FS 320) 装着時 


1 n^l 

、 ___ 


•左上]か所•ち上]か所 

ミ 


※ステープル可能最大枚数 



A 4/ A 己：30枚、目 4/ A 3 :20枚 

りミ^^^ 


•] ビンサドルフイ ニ ツシヤ -( DA - FS 32 己） ♦] ビンサドルフイ ニ ツシヤ -( DA - FS 32 己) 

装着時（[ブックレット]設定時） 


•左側2か所•ち側2か所•左上]か所 
•も上]か所•上2か所 

※ステープル可能最大枚数 
A 4/ 目己：己日枚、目 4/ A 3 :2己枚 


※ステープル可能最大枚数 
A 3/ B 4/ A 4( l 〜]日部）： 

] 日枚(原稿は4日枚まで) 
A 3/ B 4/ A 4( l 1〜2日部）: 
己枚(原稿は2日枚まで） 


• 中とじでステープルされたコピーは、ヴ 
ドルトレイに排出されます。 （ P .69) 


■ ステープルを設定する 

ステープルどめを設定でさます。 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

• フイニッシヤーの種類によって、ステープル 
でさる原稿枚数の制限び異なります。詳しく 
は、阳 S 扱説明書(基本編)』の「主な仕様」を参 
照してください。 

ステープ j レ可能最大枚数を超えて設定したと 
きは、ステープルされず、シフトソートされて 
排出されます。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



4. [仕上げ]を押して、[ステープルソー 
卜]を押ず 

例:オプションの]ビンサドルフイニッシヤー 
(□A-FS325) とパンチユニット (DA-SPA1) 装 
着時 



① ② 

• [パンチ]は、オプションの]ビンサドルフイ 
ニッシャ ー( DA - Fsass ) とパンチユニット 
(DA-SP41) を装着しているとをだけ表示さ 
れます。 


く次ぺージへ続< > の 





























































































3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


5. 原稿方向を選択ずる 


□ 1ビンフイニツシヤ ー( DA - FS 320) 装着時 

画面例:原稿を縦向き (□) にセツトしたとき 

原稳ホ向 





□ 1ビンサドルフイニツシヤー 
( DA - FS 32 日)装着時 

画面例:パンチユニツト (□ A - SP 41) 装着時、 

原稿を縦向き （ G ) にセツトしたとき 



• [パンチ]は、オプションの]ビンサドルフイ 
ニッシャ ー( DA - FS 325) とパンチユニット 
( DA - SP 41) を装着しているとさだけ表示さ 
れます。 


I 一一 I 原稿上ぶを上 【L 

セットしたとさ 



で n 原稿上辺を左に 
^ セットしたとさ 


面] 


(例）— 

ABC 


(例) 


含 r 


6. ステース地置を選択し、 KDK ] を押ず 


□ 1ビンフイニッシヤ ー( DA - FS 320) 装着時 




□ 1ビンサドルフイニッシヤー 
( DA - FS 32 日)装着時 



1 

1 


左側2か所 

四 

左上]か所 

四 

上2か所 

曲 

1 

ち側2か所 

四 

ち上]か所 


• A 3、目4サイズをコピーするときは、左側2 
か所とち側2か所を選択でをません。 

• パンチユニット （□ A - SP 41) を装着してい 
るときは、同時にパンチ穴をあける設定も 
でさます。操作については、「パンチ穴をあ 
ける[パンチ]」 （ P .70) を参照してくださ 
い。 

7. コピー部数を入力ずる 

8. くスタート>を巧ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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排紙のしかたを切り替えたいとき[仕上げ] 


■ 中とじを設定する 


6. く スタート> を押ず 


1ビンサドルフイニツシヤ ー（DA-FS325) を装 
着しているとさに、[ブックレツト]を設定する 
と、中とじを設定でをます。 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 

• 中とじの位置びずれ、位置を補正したとさは、 
阳又扱説明書(ファンクシヨン設定編)』の「2 
章共通機能設定」を参照してください。 

• 中とじでステープルされたコピーは、下図の 
ように]ビンサドルフイニッシヤーのサドル 
トレイに排出されます。 



4. [ブックレツト]を押ず 



• [ブックレット]の設定方法については、 
「ブック形式で両面にコピーする[ブック 
レット]」 （ P .58) の手順3〜日を参照して 
ください。 

5. コピー部数を入力ずる 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■パンチ巧をあける [パンチ] 

オプションの1ビンサドルフイニッシヤ ー（DA-FS325) とパンチユニット （DA-SP41) が装着されている 


ときは、パンチ穴をあける設定がでさます。 



• 1ビンサドルフイニッシャ ー( DA - FS 32 己）と 
パンチユニット （ DA - SP 41) 装着時 

•ち側2か所 
•上2か所 
•左側2か所 


1. 原稿をセットずる 


5. 原稿方向を選択ずる 


♦ 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設赶を押ず 




画面例:原稿を縦向き (□) にセツトしたとき 



♦ [パンチ]は、オプションの]ビンサドルフイ 
ニッシャ ー( DA - Fsass ) とパンチユニッ 
卜 (DA-SP41) を装着しているときだけ表 
7 J \ とれます D 


原稿上辺を上に 
セツトしたとを 


fa 1 

原稿上辺を左に 
セットしたとさ 


個] 


(例）- 

ABC 


(例） 


苗 r 
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排紙のしかたを切り替えたいとき[仕上げ] 


6. パンチ位置を選択し、 [0K] を押ず 




左側2か所 

• 

• 

• • 

上2か所 


ち側2か所 




• この画面で、同時にステープルの設定ちで 
さます。操作については、「ステープルする 
[ステープルソート]」 （ P .67) を参照してく 
ださい。 

♦ ステープル位置を設定したあとに、パンチ 
位置を設定すると、ステープル位置ちパン 
チ位置と同じ位置の2か所どめに変更され 
ます。 

7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を巧ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


任意の倍率でコピーしたいとさ [ズーム/編窠 


詳細設定モードの[ズーム/編集]タブでは、次のズームの設定がでさます。 



「編集機能を使用した 
いとさ[ズーム/編集]」 
( P .76) で、説明してい 
ます。 


■コ ピー倍率を設定する [ズーム] 

拡大/縮小率を設定してコピーできます。縦と横の倍率を変えて設定することもでさます。 



1. 原稿をセットずる 


4. [ズーム/編集]を押して、[ズーム]を押 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 
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任意の倍率でコピーしたいとさ[ズーム/編集] 


5. 拡大/撤 J 犀を設定ずる項目を選択ずる 



XY 

縦横同じ倍率で拡大/縮ル率を設定 
するとさ 

X 

横の拡大/縮ノ」\率を設定するとさ 


縦の拡大/縮ノ」\率を設定するとさ 


6. [乂]、 [▼] を使うか、拡大/縮小率を入 

力し、 [0 K ] を押ず 



• 2日〜4000/〇の範囲で、1〇/〇刻みで設定でさ 
よ9 〇 

• 用紙サイズを変更するとさは、[基本]を押し 
て[給紙 □/ 排紙 □] を押し、カセツトを選択し 
てください。操作について詳しくは、「用紙/コ 
ピー排出先を切り替えたいとを[給紙 □/ 排紙 
团」 （ P .38) を参照してください。 

7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセツトされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセツト> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■用紙のサイズに合わせてコピーする [オートスーム] 

設定した用紙に合わせて拡大/縮小率を自動検知してコピーできます。用紙の縦と横の長さに合わせてコピーした 
り、用紙の縦、または横の長さに合わせてコピーしたりできます。 



♦この機能は、原稿台ガラスに原稿をセツトしたときだけ、設定できます。 

•原稿は横向き （ a ) にセツトすることをお勧めします。縦向さ（广 1 )にセツトすると、文字や画面び長細くコ 
ピーされたり、余白部分び大をくなったりすることびあります。 

♦原稿台ガラス上び、周囲の光(董光ななど)の影響を受けると、原稿位置を誤って検知することびあります。 

♦原稿の周囲の余白び5 下の場合、正しく原稿び検知されず、コピー画像びみだれることびあります。その 

ときは、スカイシヨツトモードを「なし」にしてください。操作については、阳又扱説明書（フアンクシヨン設定 
編)』の「3章コピー機能設定」を参照してください。 


1. 原稿台ガラスに原稿を横向き（仁!） 

にセツトし、 ADF を開けたままにず 
る 



4. [ズーム/編集]を押して、[才ートズー 
ム]を押ず 



2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



MD 自動 
麵印刷写真 


巧/宮職 



〔ジ3ブメモ U-J 


〔ジ a ブ U スト I 


[ 終了通か ) 
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任意の倍率でコピーしたいとさ[ズーム/編集] 


5. 自動倍率の種類を選択し、 [0K] を巧す 


问が 円* と 




回* 

P 


用紙の縦、または横の長さ 
に合わせて拡大/縮ルして 
コピーしたいとき(縦、横 
のうち、ルさい倍率で合う 
方でコピーされます） 



用紙の縦と横の長さにあわ 
せて拡大/縮ルして〕ピー 
したいとさ 


忡 

: P 



6. 用紙を選択し、 [0K] を押ず 



①② 

7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


編集機能を使用したいとき [ス-ム/誦 


詳細設定モードの[ズーム/編集]タブでは、次の編集の設定がでさます。 



■周囲の巧れを消す [エッジ] 

用紙の上下、左ちの消し幅（コピーしない部分)を設定してコピーでさます。 



r お知らせ） 

•[ズーム] (P.72) を設定しているときは、ズーム率によって消し幅は変化します。 

♦[フオーム合成] (P.97) を設定しているとさ、合成原稿には、[エッジ]は適用されません。 


1. 原稿をセットずる 3. 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 

く コピー >を押ず 



[詳細設定]を押ず 
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編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


4. [ズーム/編氣を押して、[エッジ]を押 8. く スタート> を押ず 



• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 


5. 消し位置を選択ずる 



XY 

用紙の上下、左ち同じ消し幅を設 
定したいとさ 

X 

用紙の左ちの消し幅を設定したい 
とさ 

Y 

用紙の上下の消し幅を設定したい 
とさ 


6. !>]、[▼]を使うか、または消し幅を入 

力し、 [0K] を押ず 



7. コピー部数を入力ずる 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■巧り位置の影をおす [ブック] 

本などをコピーしたとさ、中央の巧り位置に黒い影ができることがあります。このようなときは、巧り位置の 
影を消してコピーでをます。 



黒い影を消す 


f お知らせ） 

•[ズーム] ( P .72) を設定しているときは、ズーム率によって消し幅は変化します。 

♦[フオーム合成] ( P .97) を設定しているとさ、合成原稿は、折り位置のちれは消されません。 


1. 原稿をセットずる 


5. !>]、[▼]を押ずか、または消し幅を入 


• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



ん 


[ズーム/編氣を巧して、[ブック]を押 
ず 



力し、 [0K] を押ず 



す。 

6. コピー部数を入力ずる 

7. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 


① ② 
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編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


■とじ代をつける [とじ代] 


用紙の上下左ちに余白（とじ代)をつけてコピーでさます。 



( fc 知 E ソ 

•用紙の端までイメージびあるような原稿をコピーする場合やとじ代の幅を大さくした場合に、端の部分びコ 
ピーされないときは、ファンクシヨン設定モードで、[とじ代縮小]を旅り]に設定すると、とじ代幅に合わせ 
て、イメージび用紙内に収まるサイズに縮ルされ、端び欠けずにコピーされます。操作については J 取扱説明 
書（ファンクシヨン設定編)』の「3章コピー機能設定」を参照してください。 

•[合成] ( P .94)、 または[フオーム合成] ( P .97) を設定しているとさは、合成原稿にも、とじ代び設定されま 
す。 


1. 原稿をセットずる 


4. [ズーム/編集]を押して、[とじげ]を押 


♦ 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 9 


本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

ミ.[詳細設赶を押ず 




5. とじげをつける位置を選択ずる 




く次ぺージへ続< > 79 























































































































































































































































3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 



Jl 


用紙の左側にとじ代をつけた 
いとき 


叫户 


用紙のち側にとじ代をつけた 
いとさ 


置 


用紙の上側にとじ代をつけた 
いとを 


bbi 


用紙の下側にとじ代をつけた 
いとき 


6 . [乂] 、 [▼] を押ずか、またはとじげ幅を 

入力し、 [0 K ] を押ず 




a 




参日〜99 mm の範囲で、1 mm 刻みで設定でさま 
す。 


7. コピー部数を入力ずる 


8. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 


80 























































編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


■スタンプを巧字する [スタンプ印字] 

ページ番号、管理番号、曰付、文字をつけてコピーでさます。 

( も知 b せ J 

♦この機能は、 ADF に原稿をセツトしたときに設定できます。 

•1 回の読み取りでスタンプに選択でさるのは、ページ番号、管理番号、曰付、文字の中から]つだけです。複数 
のスタンプを組み合わせてコピーすることはでさません。 

♦印字色は黒色だけです。 

♦奇数枚の原稿を[片面^両面](口.日〇)で両面コピーしたとをに白紙となる最終ぺージには、スタンプは印字 

されません。 

•拾紙] ( P .90) で、合紙には〕ピーしない設定のときは、合紙にはスタンプび印宇されません。 

• [OHP 合紙] ( P .92) の合紙には、スタンプは印宇されません。 


■ スタンプ印字の基本的な操作 

1. 原稿を ADF にセットずる 



2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設赶を押ず 



4. [ズーム/編氣を押して[スタンプ巧 
字]を押ず 



□ ぺージ付け (P.82) 

□ 管理ナンバー印字 (P.83) 

□ 曰付 EP 字 (P.84) 

□ テ夺スト EP 字 (P.8 日） 

5. コピー部数を入力ずる 

6. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ぺージ付け 



r お知らせ） 

• 初期値は、 - n - 形式です。 n / m 形式に変更する操作 
については J 取扱説明書（フアンクシヨン設定 
編)』の「3章コピー機能設定」を参照してくださ 
い。 

• 必ず、[ソート]を設定してください。 


1. [ぺージ付け]を押ず 

画面例:原稿を縦向き (こ]) にセツトしたとき 



• この画面を表示する操作については、「スタ 


ンプ印字の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順] 
〜4を参照してください。 

2. 「原稿方向」を選択ずる 



原稿上辺を上に 
セツトしたとさ 


r 回] 


で j 一 I 原稿上山を左に 
セットしたとさ 


面] 


(例）— 

ABC 


(例) 





4. ぺージ番号を開始ずるぺージを選択 
し、 [0K] を押ず 






最初の用紙からページ番号を 
印字したいとさ 




2ページ目からページ番号を 
印字したいとを 


邮 


3ページ目からページ番号を 
印字したいとを 


• このあとの操作については、「スタンプ印字 
の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順日〜6を参 
照してください。 
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編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


管理ナンバー E 口字 

001〜999までの通し番号をつけてコピーで 
さます。 



V ゎみ b せ） 

管理番号の開始番号を 00] 〜999までの間で 
設定できます。999の次は、0 0] に戻ります。 


[管理ナンバー印字]を押ず 

画面例:原稿を縦向き （r I ) にセットしたとき 


r-》’ 巧け 


I 001 J 1〇〇/〇〇/〇^ 

II 管か州*-印字化 白が面を 


I ABC. I 
テね卜印字 


原榜方向 


回 



回 


y 邮 


丰測 


• この画面を表示する操作については、「スタ 
ンプ印字の基本的な操作」 （ P .81) の手順] 
〜4を参照してください。 

2. r 原稿方向」を選択ずる 


1 .1. 1 

V- グ付け- 

1 W1 1 
管!か州•-印字 

locwoo/ooj 
曰巧印字 

1 ABC... 1 
巧スト印字 

原稿ち向 



回 


-J 1 L 

LOLL 




原稿上辺を上にり列） 
セツトしたとさ 


ABC 

1 


原稿上辺を左に（例） 
セツトしたとさ 


含 r 


3. 管理番号を印字ずる位置を選択ずる 


1-1-1 

1 001 1 

|〇〇/〇〇/〇〇| 

1 ABC 1 

V- グ巧け 

管!か州*-脈 

日が印字 

テ丰スト印字 


原稿ち向 


[ 圍 Ijuf 



圍 


用紙の下部中央に管理番号を 
印字したいとを 


用紙のち下に管理番号を印字 
したいとさ 


用紙のち上に管理番号を印字 
したいとさ 


4. [乂]、 [▼] を使うか、または管理番号の 

印刷開始ナンパ'-を入力し、 [ OK ] を 
押ず 



②① 


1 

[ - 1 

表示されている番号の]つあとの 
番号にしたいとさ 

1 

[ ▼ ) 

表示されている番号の]つ前の番 
号にしたいとを 


• 001〜999の範囲で、1刻みに設定でさま 
す。 

• このあとの操作については、「スタンプ印字 
の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順5〜6を参 
照して < ださい。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ 日付印字 


曰付をつけてコピーでさます。年/月/曰形式で 
EP 字されます。 



1. [日付印字]を押ず 



1 

■ 

用紙の下部中央に曰付を印字 
したいとさ 


1 


用紙のち下に日付を印字した 
いとさ 


1 

■L 

用紙のち上に曰付を印字した 
いとさ 


4. 日付を変更ずるときは次の操作をずる 


画面例:原稿を縦向き (r I ) にセットしたとき 



• この画面を表示する操作については、「スタ 
ンプ印字の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順] 
〜4を参照してください。 



2. r 原稿方向」を選択ずる 


1 . 1 - 1 


I ABC. I 


I 001 I 


| oo / o(vooj 


OK I 杆測 


原稿上辺を上に 
セツトしたとさ 



原稿上辺を左に 
^ セットしたとさ 


r 山 


(例）— 

ABC 


(例) 


苗 r 


3. 


84 


日付を印字ずる位置を選択ずる 



①[変更]を押す 


山 

1 001 1 

|〇〇/〇〇/〇〇| 

1 ABC .' j 

A "- グけけ 

管!か州*-印字 

曰邮時 

巧スト印字 



カーソルび表示されます。 

② I 4 i 、 r 卜 I を押して、変更したいと 
ころまでカーソルを移動させる 



③日付を修正する 

> [ OK ] を押ず 



• このあとの操作については、「スタンプ印字 
の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順日〜6を参 
照してください。 



































































































































































































































































編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


■ テキスト E 口字 


任意の文字をつけてコピーでさます。 




ABCD = 
ABCD 


("お知らせ） 

• 印字でさる文字は、16文字内です。 

• フオントサイズは、 2.1mmx 3.1 mm です。 


1. [テ丰スト印字]を押ず 


画面例:原稿を縦向き （r I ) にセットしたとき 



• この画面を表示する操作については、「スタ 
ンプ印字の基本的な操作」 （ P .81) の手順] 
〜4を参照してください。 

2 . r 原稿方向」を選択ずる 



1 回 1 

1 E 1 

原稿上辺を上 L り列） 
セツトしたとさ 

ABC 

1 



原稿上辺を左【し（例） 
セツトしたとさ 


1 且 1 

1 叫 

苗 r 



3. で字を印字ずる位置を選択ずる 




用紙の下部中央に文字を印 
字するとさ 


LaJ 


用紙のち下に文字を印字す 
るとさ 



用紙のち上に文字を印字す 
るとさ 


ん 


5. 


[変更]を押ず 



で字を入力し、 [0 K ] を押ず 


( 熟語 11 数字/記ち 11 区]-ド I I ◄ 11 ► 11 後お I 

回回回凹回回回山凹回 
囚回凹の回回 LU のの 
回因回ピ J 凹回回 Du 

□ 

確定 

I 無変換 II A 。- か効奥 II かを漢が I 



•全角] 6文字まで入力でをます。 

• キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 

4の画面に戻ります。 


6 . [0 K ] を押ず 


• このあとの操作については、「スタンプ印字 
の基本的な操作」 （ P .8 1 ) の手順日〜6を参 
照してください。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■用紙の中巧にコピーする [センタリング] 

原稿サイズより大さい用紙を選択したとき、同じ原稿サイズで、用紙の中央にコピーでさます。 



r お知らせ） 

•この機能は、原稿台ガラスに原稿をセツトしたときだけ、設定できます。 

•原稿台ガラス面び、周囲の光健光打など)の影響を受けると、原稿位置を誤って検知することびあります。 


1. 原稿台ガラスに原稿をセットし、 ADF 


4. [ズーム/編集]を押して[センタリン 


を開けたままにずる 


グ]を押ず 



♦ ADF は4己度じ(上開けてください。 

• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 


I 基本!] 詳細設を I 


原棺サイプ 

コピーサ イプ 


1 A 3 1 

1 A 3 1 

1 84 1 

1 B 4 1 

1 A 4 1 

1 A 4 1 

1ジ3ブメモ IJ -| 

1 85 1 

1 B 5 1 

1ジ3プ！；スト1 

1終了通巧1 

1 A 5 1 

1 A 5 1 





① ② 


5. 用紙を選択し、 [0K] を押ず 



① 


② 


6. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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編集機能を使用したいとさ[ズーム/編集] 


■画像を繰り返しコピーする [イメージリピート] 


原稿の画像を1枚の用紙に繰り返してコピーでをます。繰り返される画像の数は、用紙サイズに応じて自動的 
に設定されます。 


原稿最小サイズ 
20 mm X 20 mm. 



() 

♦コピー画像間のミシン目を印刷しないときは、阳又扱説明書(フアンクシヨン設定編)』の「3章コピー機能設定」 
を参照してください。 

♦この機能は、原稿台ガラスに原稿をセツトしたときだけ、設定できます。 

•原稿台ガラス面び、周囲の光(董光ななど)の影響を受けると、原稿位置を誤って検知することびあります。 


1. 原稿台ガラスに原稿をセツトし、 ADF 4. [ズーム/編集]を押して、[イメージリ 


を開けたままにずる 



♦ ADF は4日度上開けてください。 

• 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 


I 基本 u 詳細設定 I 


原棺サイプ 

コピーサ イプ 


f A 3 1 

1 A 3 ) 


1 B 4 1 

1 B 4 1 


1 A 4 1 

1 A 4 1 

1ジ 3 ブメモ U -| 

1 851 ( B 5 1 

( ジ a プ U スト1 

1 A 5 1 

1 A 5 1 

しぉ了通か J 


00 自動 
画印刷写真 

ID 



ピート]を押ず 



① 


5. 用紙を選択し [0K] を押ず. 



6. く スタート> を押ず 


• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


コピーにを紙や^をつけたいとを [合系巧/合成] 


詳細設定画面の[合紙/合成]タブでは、無地の表紙をつけたり、指定したページ(表示ち含む)を別の給紙力 
セツト(手差しトレイも含む）にセツトされた色紙などにコピーしたりすることができます。 



で、説明しています。 

( お知らせ） 

♦この機能は、 ADF に原稿をセツトしたときに設定できます。 


■表紙をつける [表紙] 

表紙に別の用紙を設定してコピーできます。 

また、表紙だけ設定したり、表紙と裏表紙を設定したりでさます。 



表紙だけ色紙にコピー 


1. 原稿を ADF にセットずる 



• 原稿のセツトについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 


2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 
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コピ ー I し合紙や表紙をつけたいとさ[合紙/合成] 


4. [合紙/合成]を押して、[表紙]を押ず 


7. [0K] を押ず 



② 


① 



5. 表紙にコピーずるかしないかを選択ず 
る 



9. く スタート> を押ず 

♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 



表紙(表） 

■無地 

表紙だけつけ、表紙にはコ 
ピーしないとさ 

表紙(表） 

-コピー 

表紙だけつけ、表紙にわコ 
ピーしたいとさ 

表紙(表+裏） 
■無地 

表紙と裏表紙をつけ、表紙 
と裏表紙にはコピーしない 
とさ 

表紙(表+裏） 

-コピー 

表紙と裏表紙をつけ、表紙 
と裏表紙にわコピーしたい 
とさ 


表紙に使用ずる用紙の給紙カセット/ 

手差しトレイが表示されるまで、[表 
綱を押ず 



• [表紙]を押すごとに用紙の給紙□び切り替 
わります。 


• 表紙外の用紙わ変更するとさは、[コ 
ピー]を押して用紙の給紙□を設定します。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■合紙を挿入する [合紙] 

指定したページ(表紙も含む)を別の給紙カセツト(手差しトレイも含む)にセツトされた色紙などにコピー 
したり、無地の色紙などを挿入してコピーしたりでさます。 




原稿の3ページと 
己ページの前に 
色紙などを挿入 


2l 


41 


託 




に 


合紙(無地） 


合紙(コピー） 


( f お知らせ： ） 

♦この機能は、 ADF に原稿をセツトしたときに設定できます。 


1. 原稿を ADF にセットずる 


4. [台紙/合成]を押して、[台紙]を押ず 



2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



原稿サイプ 


コピーサイブ 




四 


II 

1 詳細設を 1 

1 

■ 

化/部数 

1 麵巧刷写真 

1 

D 1 

11 画費設定 II 試し〕ピ - || 


I ジ 3 ブメモ U-| 


I ジ a ブ U スト I 


I が了通か I 


5. 



② 


〇 


台紙にコピーずるかしないかを選択ず 
る 



給紙口 




M 口 

普通紙 


〔合 fA ] 




無地 

合紙にコピーしないとを 

コピー 

合紙にわコピーしたいとさ 
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コピ ー I し合紙や表紙をつけたいとさ[合紙/合成] 


6. 合紙の用紙を変更ずるときは、使用ず 

る用紙の給紙カセット/手差しトレイ 
が表示されるまで[台紙]を押ず 


•.ぶ A 

給あ 

— 

氏口 

— 

A 4。 1 
普通紙 1 

A 4。 ■ 

普通紙 画 


( 合紙1 

|l が-] 



• [合紙]を押すごとに用紙の給紙□び切り誓 
ね0ます。 

♦ 合紙外の用紙わ変更するとをは、[コ 
ピー]を押して用紙の給紙□を設定します。 

7. [0K] を押ず 



8. 台紙を挿入ずるページ番号を入力ずる 


合紙位置 




9. を押して、次の挿入ぺージ蚕 

号を入力ずる 



• 。― 1 、 I 卡 I を押すと、挿入ペー 
ジを入力する場所を移動でさます。 

• 20か所まで入力でさます。 

10. [OK] を押ず 



0K 


11•コピー部数を入力ずる 

12.くスタート>を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ OHP 用紙に合紙を挿入する に HP 合紙] 

OHP フイルムの間に白紙をはさんでコピーでさます 



( も知 b せ^ 

♦この機能は、 ADF に原稿をセツトしたときに設定できます。 


1. 原稿を ADF にセットずる 



2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. OHP フイルムを手差しトレイにセッ 
卜ずる 

• 手差しトレイへの OHP フイルムのセット 
のしかたについては、阳又扱説明書(基本 
編)』の「用紙の補給」を参照してください。 

4. [詳細設定]を押ず 



5. 


6 . 


[台紙/合成]を押して、 [OHP 台紙]を押 
ず 



OHP フィルムにはさむ用紙を変更ず 

るときは、使用ずる用紙の給紙カセツ 
卜/手差しトレイが表示されるまで 
拾紙]を押ず 


OHP 給紙 □ 




A4 口 
普通紙 


〔合 If 氏〕 



0K 1 丰額 



• [合紙]を押すごとに用紙の給紙□び切り誓 
わ0ます。 
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コピ ー I し合紙や表紙をつけたいとさ[合紙/合成] 


7. [0K] を押ず 


OHP 給紙口 



8. コピー部数を入力ずる 

9. く スタート> を押ず 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


特定の原稿を他の原稿にを成してコピーしたいとき 

[合紙/合成] 

詳細設定画面の[合紙/合成]タブでは、合成してコピーする設定がでさます。 

「コピーに合紙や表紙をつけ 



■ 1ぺージ目の原稿と合ぶする 拾成] 

1ページ目の原稿と合成してコピーでさます。 

1ページ目の原稿を合成用原稿、2ページ目 iU 降の原稿を読み取り原稿と呼びます。 



( f お知らせ） 

•合成してコピーされるサイズは、 A 4 サイズだけです。 

•カラーモードの[自動]は設定でさません。 

♦合成用原稿に、[エッジ]、[ブック]、[とじ代]の設定は適用されます。 

♦[表紙]、[合紙]のどちらかび設定されている場合、表紙や合紙にコピーしない設定のとさは、表紙や合紙には 
合成コピーされません。 

•八ードディスクび装着されていないとさは、次のようになります。 

•登録されるフオームは、1件だけです。 

•新しいフオームを登録すると、前のフオームに自動で上書さされます。 

-電源をオフにすると、登録した合成フオームび消去されます。 
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特定の原稿を他の原稿に合成してコピーしたいとき拾紙/合肋 


1. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



画貿設を試し コピー 


原搞サイブ コピーサイブ 




〕 四 


I ジョブメモリー I 
I ジ3ブ U スト！ 


I が了通か 


4. [台紙/台成]を押し、[台成]を押ず 



し 

翻 

^jaL 

園 

0 HP さ化 

曜-圍 

…笠が— ■ 

恥團 

つ8-始巧 

ファ伽編集 


② 


〇 


5. 基本色、または登録色か！5台成用原稿 
の色を選択し、 [0K] を押ず 


□ 登録色か 5 選択ずるとき 


•スが- 


〕1 • が巧 


〕〔 




に 


1:グレー 


I 色の登録 


杆測 


① ② 


6 . 


♦ 色を登録する操作については、「お好み色を 
登録する[色の登録]」 （ P .22) を参照して< 
ださい。 

[うずく]、にく]を押して合成用原稿 
の透かし濃度を設定し、 [0K] を押ず 



7. を成用原稿と読み取り原稿の上下関係 
を設定し、 [0K] を押ず 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


8 . コピー部数を入力ずる 


12. ボタン名を入力し、 [0 K ] を押ず 


9. く スタート> を押ず 

コピーび終了したら、合成したファイルを保 
をするかどうか確認するメッセージび表示さ 
れます。 

10. [はい]、または[しル^え]を選択ずる 



〔熟語]〔数字/記号]〔区]-卜* ] I ◄に ► 11後退 I 


回 [ yyj に!凹のの山)山凹回曰 
囚に]回回回凹回回のし 
回の回回凹凹回 

_ [ 巧効奥か"-かを換か在漢モ-ド J 


0K I キ韻 


① ② 


•全角] 0文字まで入力でさます。 


参キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください D 


はい 

1ページ目の原稿をフオームとし 
て保存したいとさ 
(保存したフオームは、[フオーム 
合成]で呼び出すことびでをます） 

八ードディスク装着時は、手順]] 

に進んでください。 

いい又 

1ぺージ目の原稿をフオームと 
して保存しないとさ 


• 八ードディスクび装着されていないとさ 
は、この操作で、フオームの登録び終了しま 
す。 


11•八ードディスク装着時だけ、何も表示 

されていないボタンを選択し、 [ OK ] 
を押ず 



0K E キ顔 • 

I 

② 

♦ 名称び表示されたボタンを選択したとさ 
は、新しく読み取ったフオームデータび選 
択したボタンに上書さ保存されます。 

• この画面は、八ードディスクび装着されて 
いるとをだけ、表示されます。 
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特定の原稿を他の原稿に合成してコピーしたいとき拾紙/合肋 


■フオームと 合ぶする [フオーム 合成] 


登録されているフ オームと 合成して コピーで さます。 


B 

フオーム 



読み取り原稿 




( お知ピソ 

•フォームとして保をされるサイズは、 A 4 だけです。 

♦カラーモードの[自動]は設定でさません。 

♦フォームと原稿で、原稿の向をび異なるとさは、合成時に回転してコピーされます。 

•原稿サイズの設定による拡大/縮小を設定すると、読み取り原稿は設定に応じて拡大/縮小されますび、フォーム 
は、拡大/縮ルされません。 

♦フォームに、[エッジ]と[ブック]の設定は適用されません。 

♦[とじ代]の設定は、フオームにも適用されます。 

♦度紙]、拾紙]のどちらかび設定されている場合、表紙や合紙にコピーしない設定のときは、表紙や合紙には 
合成コピーされません。 

♦八ードディスクび装着されていないとさは、電源をオフにすると、合成フオームび消去されます。 


1. 原稿をセットずる 


4. [台紙/合成]を押して[フォーム合成]を 


• 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



押ず 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


5. 登録されているフオームを選択し 
[0K] を押ず 



• フオームを登録する操作について詳しく 
は、「フオームの登録」 （13.99) を参照してく 
ださい。 

• A - ドディスクび装着されていないとを 
は、この画面は表示されません。手順6に進 
んで < ださい。 


6 • フオームと読み取り原稿の重なりの順 
居を設定し、 [0K] を押ず 





巧稳ホ前旧に合が 


妻 





原稿を前 
面に合成 

フオームの上に読み取り原稿 
を合成コピーしたいとさ 

原稿を背 
面に合成 

フオームの下に読み取り原稿 
を合成コピーしたいとさ 


7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を巧ず 
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特定の原稿を他の原稿に合成してコピーしたいとき拾紙/合肋 


■フオ-ムを^する [ファイ jUM 

合成用のフオームの登録、フオーム名の編集、フオームの削除がでさます。 

( も知 b せ J 

♦登録したフオームと合成する操作については、「フオームと合成する[フオーム合成]」 （ P .97) を参照してく 
ださい。 

•八ードディスクび装着されていないときは、[ファイル編集]でフオームを新規登録することはできません 
び、[合成]で登録したフオームを削除することはでさます。ただし、[合成]でフオームを登録したあとに、電 
源をオフにしたときは、フオームは自動的に削除されます。 


■ フオームの 登録 

(も知ソ 

•12 件までフオームタイトルをつけてフオームを登録でさます。 

♦フオームに登録でさるサイズは、 A 4 だけです。 

•登録後にフオームの透かし濃度、指定色を変更することはでさません 
•カラーモードの[自動]を設定することはできません。 


1 . 台成用のフオームをセツトずる 

♦ 原稿のセツトについては、阳又扱説明書(基 
本編)』の「原稿セツトのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとき)」を参照してくだ 
さい。 

• セツトする向さによって原稿方向び決定さ 
れます。 

2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. [詳細設定]を押ず 



ん 


5. 


[合紙/台成]を押して[フアイ J W 扁集]を 
押ず 



フォーム名が登録されていないボタン 
を押して、 [0K] を押ず 



• 八ードディスクを装着していないときは、 
上記画面は表示されず、消去確認画面び表 
示されます。降の手順は、必要ありませ 
Aj 。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


6 . 基本色、または登録色か!5フオームの 
指定色を選択し、 [0 K ] を押ず 
□ 基本色か5選択ずるとき 



□ 登録色か5選択ずるとさ 



① ② 

• 色を登録する操作については、「お好み色を 
登録する陷の登録]」 （ P .22) を参照してく 
ださい。 

7. [うずく]、にく]を押してフォームの 
透かし濃度を設定し、 [0 K ] を押ず 



8. 次の画面が表示された!5く スタート> 
を押ず 



9. [はい]を押ず 
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特定の原稿を他の原稿に合成してコピーしたいとき拾紙/合肋 


10. フ オーム 名を入力し、 [ OK ] を押ず 



1熟語 II 数字/記号11区]-ド1 1 ◄ 11 ► 11をお) 

回回回凹のの回山凹回 
囚回凹の回回回のの 
回囚のピ J 回回 IMJLJ 曰 

□ 

確を 

1 ぉ翊奠 II か。-ス/変換||かを漢モ -r 1 



① ② 


• 全角]0文字内で入力してください。 

♦ キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 

♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、 

フォームの登録び終わったら、 くリセット> 
を押して、設定を解除することをお勧めしま 
す。 
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3 章詳細設定画面で機能を設定してコピーする 


■ フオームの削除 


■ フォーム名の編集 


フオームを削除することがでさます。 


フオーム名を編集することがでをます。 


. 削除ずるフオーム名を選択ずる 1 . 名称を変更ずるフオーム名を選択ずる 


1 



1 ファイル] 1 

) 

1 登 1 

1 1 

1 



1 )1 ) 

1消ま1 



1 II 1 

( タイトル編集 1 



1 )1 ) 


1 11 1 



1 か測 





77ィル1 1 

) 

1 登録 1 

1 

_ ) 



( )1 ) 

1消去1 



1 II 1 

( タイトル編集 1 



[ )1 ) 


1 )1 1 



• この画面を表示する操作については、 
「フォームの登録」 （ P .99) の手順2〜4を 
参照してください。 

2. [ 消去 ] を選択し [0K ] を押ず 



② 


3. [ はい]を押ず 



• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、 

フオームの削除び終わったら、 くリセット> 
を押して、設定を解除することをお勧めしま 
す。 


• この画面を表示する操作については、 
「フォームの登録」 （ P .99) の手順2〜4を 
参照してください。 

2. [ タイトル編氣を選択して [0K ] を押 
ず 



② 


フオーム名を変更し [0K ] を押ず 


1 ファイル a I 

1 熟語 II 数字/記ち II 区]-ド1 [◄ ll^ll をお1 1 

凹回回回の凶回□回の 
囚回回の凹回回囚ム） 
回囚回凹回回 Qu 

E 

おを 

1無勁奠 Ij ス V - か勁吳 II かな漢トト’ 1 


^ 0 K n キ循 

T 广 

① ② 


• 全角]0文字内で入力してください。 

参キーボードの使いかたについて、詳しくは 
『取扱説明書(基本編)』の「文字入力のしか 
た」を参照してください。 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、 

フォーム 名の編集び終わったら、 くリセット 
>を押して、設定を解除することをお勧めし 
ふ9 〇 
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その他のコピー 


この章では、その他のコピー操作について説明しています。 
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4 章その他のコピー 


ADF を開けたままコピーしたいとき [スカイショット] 


スカイシヨットとは、 ADF を開けたままコピーしてもコピーの周囲が黒くならない機能です。 

お買い上げ時は、スカイシヨットが使用できるように設定されています。 

( お知らせ） 

•原稿の周囲に余白 (5 mm じ(下)びないときは、コピーの端に白いコピーむらび出ることびありますので、スカイ 
シヨットモードをオフにしてコピーされることをお勧めします。 

♦スカイシヨットの切り替えは、フアンクシヨン設定で行います。操作については、阳又扱説明書(フアンクシヨン 
設定編)』の「3章コピー機能設赴を参照してください。 

• この機能は、原稿台ガラスに原稿をセットしたときだけ、設定できます。 

♦原稿台ガラス面び、周囲の光(董光ななど)の影響を受けると、原稿位置を誤って検知することびあります。 


1 . 原稿台ガラスに原稿をセツトし、 ADF 


5. くスタート>を押ず 


を開けたままにしてお< 


• [ソート]を設定しているとさは、読み取り 



♦ ADF は45度上開けてください。 


び終了すると、セットした原稿び最終原稿 
かどうか確認する画面び表示されます。画 
面のメッセージにしたびって進めてくださ 
い。 

• 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、 くリセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 


2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. 必要に応じて、読み取りの設定をずる 



原棺サイプ コピーサイプ 




基本 ■ 詳細設を 


自動 巧/宮峨 

麵印刷写真 1 

ID I 

[ 画貿設を ) 〔試しコピー ) 


P づ J A 4 1 P づ A 4 ] ヨブメモリー I 

r b 5 I I B5 n プヨブリスト j 

r 化 j I a 5 I 1 終了嫩口 I 


4. コピー部数を入力ずる 


104 





































































設定された範囲だけコピーしたいとさ[伝票モー问 


設定された節囲だけコピーしたいとき [伝票モード] 


伝票モードとは、ジョブメモリーの M 1、または M2 にあらかじめ設定されているサイズで原稿を読み取る機 
能です。 ADF を開けたままコピーしても、指定したサイズの外側のコピーが黒くなりません。 

( もミ □ せ J 

♦お買い上げ時は、伝票モードび設定されていません。お使いになる前に、ファンクション設定で伝票モードに 
設定してください。また、 Ml 、 M 2 の初期値は変更でさます。伝票モードの設定、および MKM 2 の初期値を 
変更する操作については J 取扱説明書(ファンクション設定 編)』 の 「3 章コピー機能設定」を参照してくだ 
さい。 

♦原稿の端に黒い線びあるとさは、黒い部分を正しくコピーでさないことびあります。 

•伝票モードび設定されている場合、[ソート]、[パンチ]、[シフトソート]、[シフトスタック]、[回転ソート]、 
[回転スタック]、[ステープルソート]は使用でさません。 


1. 原稿台ガラスに原稿をセットずる 



2 . 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を押ず 

3. 必要に応じて、読み取りの設定をずる 


I 基本 I 詳細設を 


原稳サイプ 

コピーサイプ 


1が ) 

1 A 3 1 

1 B 4 1 

1 B 4 1 

1 A 4 1 

1 A 4 1 

1ジョブメモリー1 

1 B 5 1 

1 B 5 1 

( ジ a プ IJ スト1 

1 A 5 1 

1 A 5 1 

( ぉ了嫩口 1 





MD 自 a 巧/宮峨 

麵印刷写真 1 

厂画貿設定1|試しコピー 



4. [ジョブメモリー]を押ず 



5. [ Ml ]、 または [ M 2] を押ず 





Ml 

120mfnx 220 mm (初期値） 

M 2 

] 己 Ommx 230 mm (初期値） 
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4 章その他のコピー 


6. [閉じる]を押ずか、または数秒待つ 



7. コピー部数を入力ずる 

8. く スタート> を押ず 

♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的に U セツトされ 
ます。続けて次に利用される方のために、コ 
ピーの排出び終わったら、く リセツト> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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設定された範囲だけコピーしたいとさ[伝票モー问 


Memo 
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4 章その他のコピー 


両面)尉高を片面1枚にまとめてコピーしたいとさ 

[ダブルスカイショット] 


ダブルスカイシヨットとは、 A5 サイズ下の両面原稿を片面ずつ読み取り、片面1枚に並べてコピーする機 
能です。 ADF を開けたままコピーしてち、コピーの周囲が黒く巧れません。 

お買い上げ時は、ダブルスカイシヨットが使用できるように設定されています 

( お知らせ） 

•ADF を開けた状態と閉じた状態のどちらでもコピーでさます。 

•原稿台ガラス上び、周囲の光の影響を受けると、原稿位置を誤って検知することびあります。 

♦下記のような原稿のとさは、原稿び正しく検知されず、コピー画像びみだれることびありますので、 ADF を開 
じてコピーすることをお勧めします。 

-白色におい、色びうすい原稿で、原稿のち、または下日 mmiU 内に黒い線びある場合 
•黒色におい、色び濃い原稿で、原稿のち、または下5 mmiU 内に白い線びある場合 


1. 原稿台ガラスに原稿の表面をセットず 


る 



2. 他のモードが表示されているときは、 
く コピー >を巧ず 

3. [ジョブメモリー]を押ず 


I 基本 I 詳細設定 


1 A 3 1 

1 A 3 1 


1 B 4 1 

1 B 4 1 

[ A 4 ) 

( A 4 1 

1ジョブメモリー1 

1 85 1 

1 B 5 1 

1ジョフリスト1 

1が1 

( A 5 1 

1殺了通が1 




原搞サイプ コピーサイプ 


4. [ダブルスカイシヨット]を押ず 



♦ ダブルスカイシヨットの準備び完了したこ 
とを確認する画面び表示された場合は、[閉 
じる]を押します。 

♦ ダブルスカイシヨットモードを設定したと 
きの仕分けの初期値は、ノンソートです。 
ソートを設定するときは、ダブルスカイ 
シヨットを設定したあとに設定してくださ 
し、操作については、「ソート機能を設定す 
る[ソート]/[ノンソート]/[回転ソート]/ 
[回転スタック]/[シフトソート]/[シフト 
スタック]」 （ P .6 己）を参照してください。 

5. コピー部数を入力ずる 

6. く スタート> を押ず 

参仕上げの設定（ソート/ ノンソート）によって、 
手順び異なります。 

•ノンソートの場合:最初の原稿び読み取られ 
たあとに、まだ読み込む原稿びあるかどうか 
を確認する画面び表示されます。手順7に進ん 
で < ださい。 

•ソートの場合:最初の原稿び読み取られる前 
に、最終原稿かどうか確認する画面び表示さ 
れます。手順8に進んでください。 
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両面原稿を片面]枚にまとめてコピーしたいとさ[ダブルスカイショット] 


7. ノンソートのときは次の手順を行う 

①「はい」を押す 



②原稿の裏面をセツトし、く スタート> を押す 
裏面び読み取られます。 

8. ソートのときは次の手順を行う 

①[いいえ]を押す 



最初の原稿の読み取りび開始され、終了する 
と、「原稿を交換でさます」というメッセージ 
び表示されます。 

②[閉じる]を押す 



③ 原稿台ガラスに原稿の裏面をセツトする 

④ く スタート> を押す 

①の画面び表示されます。 


⑥次に読み込む原稿びある場合は、手順①〜④ 
を繰り返す 

最後の原稿の場合は[はい]を押す 



♦ 設定したコピー機能は、一定時間後(お買い上 
げ時の設定：1分後)に自動的にリセットされ 
ます。続けて次に利用される方のために、〕 
ピーの排出び終わったら、く リセット> を押 
して、設定を解除することをお勧めします。 
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4 章その他のコピー 


コピー印刷中に次のコピーを巧 J 勺したいとき 

ロピー予約] 


コピー EP 刷中に次のコピー原稿を読み取5せることがでさます。 

( お知らせ） 

•この機能は、八ードディスクび装着されているときに使用できます。 

♦予約したコピーは、予約後に給紙□の変更(給紙カセツトから手差しトレイへの変更)、または手差しトレイ 
の用紙サイズや用紙種別の変更をすることびでさません。 

•予約でさるコピージョブ数は、最大] 2です。 


1 . コピー印刷中に、次の原稿をセットず 
る 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとを)」を参照してくだ 
さい。 

2. [コピー予約]を押ず 



♦ 手順]で ADF に原稿をセツトしたときは、 
自動的に手順3の画面に切り替わるので、 
[コピー予約]を押す必要はありません。 

3. 必要に応じて、読み取りの設定をずる 



4. コピー部数を入力ずる 


5. く スタート> を押ず 

コピーの印刷び中止されることなく、セット 
した原稿び八ードディスクへ読み取られま 
す。コピーの印刷び終了したら、八ードデイス 
クへ読み取られたコピーの印刷び開始されま 
す。 
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コピー/プ IJ ント中に急ぎのコピーを割り込ませたいとさ[割り込み] 


コピ ー /プリント中に急ぎのコピーを割り込ませたし化き 

劇り込み] 


コピー/プリントの排出の途中で、割り込んでコピーでさます。割り込んだコピーが終了したあとは、元のコ 
ピー/プリントを続けることがでさます。 

( お知らせ） 

♦原稿読み取り中に く割り込み > を押すことはできますび、割り込むコピーは、原稿び読み取られ、一部目の印 
刷び終了するまで開始されません。 


♦く割り込み > を押しても印刷（コピ ー/ プリント)の状況により、すぐに停止して割り込み操作をすることび 
できない場合びあります。そのときは、しばらくお待ちください。 

•割り込みコピーをするとさは、現在コピー中の方の了承を得たうえで、行ってください。 


1. コピー/プリントの途中で、く割り込み> 
を押ず 



2. 原稿をセットずる 

• 原稿のセットについては、阳ス扱説明書(基 
本編)』の「原稿セットのしかた（コピー、ス 
キヤナー /E メールのとを)」を参照してくだ 
さい。 

3. 必要に応じて読み取りの設定をずる 



4. コピー部数を入力ずる 

5. く スタート> を押ず 

6. 手順2〜曰を繰り返し、割り込みコ 
ピーを ずる 


7. 害 y り込みコピーが終わった！5、く割り 
込み>を押ず 

プリント中に割り込みコピーしたときは、プ 
リントび再開します。 



8. コピー中に割り込みコピーしたときの 
み、く スタート> を巧ず 

元のコピーび再開します。 
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(£^要なとを 


この章では、コピー動作組み合わせ一覧について説明しています。 




5 章必要なとを 


コピー動作組みちわせ一覧 


X あとの機能設定 

最初の機能設定 
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空白：組み合わせて設定でさます。 

X : 組み合わせて設定でさません。 

A : あとから設定した機能び優先されます。 

/:組み合わせび存在しません。 

*1: 用紙サイズを統一するとさだけ設定でさます。 

*2: ブックレットコピー時は、半分に折ったときに本のように加工するため、中とじになります。 

*3: スタンプ印字機能の管理番号を選択したときは、ノンソート/シフトスタック/回転スタックを選択して 
も、ソート機能に自動で切り替わります。 
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コピー 動作組み合わせ一覧 



1ビンフイニツシヤ ー( DA - FS 32 0) 

1ビンサドルフイニッシャ ー( DA - FS 32 已） 

シフトソート 

設定でさます。 

設定でさます。 

シフトスタック 

設定でさます。 

設定でをます。 

回転ソート 

設定でをません。 

設定でさません。 

回転スタック 

設定でさません。 

設定でさません。 

ステープルソート 

左上、または、ち上]か所に設定でさます。 

次の己か所に設定でさます。 

•左上]か所■ち上]か所■上部2か所 
•左側2か所•ち側2か所 

パンチ 

設定でさません。 

ノ（ンチユニット ( DA - SP 41) 装着時に、設定できます。 


*2: 口才ーム合励では、八ードディスクび装着されていないときは、電源を OFF にすると、登録された合成用原稿は削除 
されます。 

*3: スタンプ印宇機能の管理番号を選択したときは、ノンソート/シフトスタック/回転スタックを選択して 
も、ソート機能に自動で切り替わります。 
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Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows、Windows NT、Windows Server 、 PowerPoint、Outlook I ま、 
米国マイク□ソフト社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 


インテル 、 Intel □ゴ Jntel Inside □ゴ、 Itanium 、 Pentium は、米国およびその他の国における 
Intel Corporation またはその子会社の商標または登録商標です。 


USB-IF の□ゴは Universal Serial Bus Implementers Forum , Inc の商標です。 


TrueType は、米国 Apple Computer , Inc の登録商標です。 


Novell 、 NetWare 、 intraNetWare 、 NDS は、米国 NovelUnc . の米国およびその他の国における 
登録商標です。 

PeerlessPa 呂 e™ は Peerless Systems Corporation の商標です。 

PeerlessPrint ⑧と Memory Reduction Technolo 呂 y ⑧は Peerless Systems Corporation 
の登録商標です。 ◎ 2005 PEERLESS Systems Corporation . 

PCL は、米国ヒューレツト•パッカード社およびその子会社の商標または登録商標です。 


Adobe、Adobe □コ、 PostScript 、 PostScripts 、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated 
(アドビシステムズ社)の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 

© 200己 Adobe Systems Incorporated (アドビシステム社） 


Universal Font Scaling Technology ( UFST ) および、そのすベての書体は A 呂 fa Monotype 社 
よりライセンスを受けています。 
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